
新年の繁栄を願って
邪気をはらい、健やかな年にと願いを込めて、
しめ縄をおはらいする日本の伝統文化です。
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新年のごあいさつ

「栗
山
新
時
代
」
の
創
生
を
目
指
し
て
！

本
年
も

　

  

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

栗山町長

佐 々 木　　学

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
平
成
31
年
の
輝

か
し
い
新
春
を
ご
家
族
お
揃
い
で
健
や

か
に
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
、
心
か
ら
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
４
月
、
栗
山
町
の
第
８
代
町
長

と
し
て
町
政
を
お
預
か
り
し
、
早
く
も

９
ヵ
月
が
経
過
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
６
月
の
大
阪
北
部
地
震
や

７
月
の
西
日
本
豪
雨
、
道
内
で
は
９
月

の
台
風
21
号
、
そ
し
て
胆
振
地
方
中
東

部
を
震
源
と
す
る
地
震
が
相
次
い
で
発

生
し
本
町
で
も
大
き
な
被
害
を
被
る
な

ど
、
日
常
生
活
を
脅
か
す
大
規
模
災
害

が
多
発
い
た
し
ま
し
た
。

　

基
幹
産
業
の
農
業
で
は
、
春
先
か
ら

農
作
業
は
お
お
む
ね
順
調
に
進
ん
だ
も

の
の
、
６
月
か
ら
の
低
温
と
日
照
不
足

が
影
響
し
、
水
稲
で
は
８
年
ぶ
り
、
畑

作
物
も
総
じ
て
不
作
と
な
る
な
ど
、
自

然
災
害
の
脅
威
に
見
舞
わ
れ
た
試
練
の

一
年
と
な
り
ま
し
た
。
改
め
て
、防
災
・

減
災
対
策
の
重
要
性
を
再
認
識
し
た
と

こ
ろ
で
あ
り
、
町
民
の
皆
様
の
安
全
・

安
心
な
生
活
を
守
る
た
め
の
対
策
強
化

に
、
よ
り
一
層
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
世
界
経
済
の
緩
や
か
な
回
復

を
背
景
に
、
景
気
拡
大
が
高
度
成
長
期

の
「
い
ざ
な
ぎ
景
気
」
を
超
え
戦
後
２

番
目
の
長
さ
と
な
る
一
方
、
地
方
で
は

実
感
で
き
な
い
状
況
が
続
い
て
お
り
、

加
え
て
本
格
的
な
人
口
減
少
社
会
の
局

面
を
迎
え
た
中
で
、
地
域
経
済
へ
の
深

刻
な
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
を
打
破

し
、
ま
ち
の
将
来
像
で
あ
る
「
誰
も
が

笑
顔
で
、
安
心
し
て
暮
ら
す
ま
ち
」
実

現
の
た
め
、
平
成
31
年
度
か
ら
向
こ
う

４
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
を
具
体
化
し
た

「
第
６
次
総
合
計
画
後
期
実
施
計
画
」

を
昨
年
末
に
町
議
会
へ
提
案
し
、
慎
重

審
議
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
の
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
で
は
、

直
面
す
る
町
政
課
題
と
し
て
、
栗
山
赤

十
字
病
院
の
改
築
、
駅
前
商
店
街
の
活

性
化
、
栗
山
高
等
学
校
・
北
海
道
介
護

福
祉
学
校
・
ス
キ
ー
場
存
続
問
題
を
提

起
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後

も
、
ま
ち
の
将
来
を
見
据
え
た
議
論
を

重
ね
、
一
つ
ひ
と
つ
責
任
を
も
っ
て
方

向
性
を
判
断
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

私
が
お
約
束
し
た
、
栗
山
を
も
っ
と

笑
顔
に
す
る
「
５
つ
の
旗
印
」
の
も
と
、

「
栗
山
新
時
代
」
の
創
生
を
目
指
し
、

職
員
一
丸
と
な
っ
て
全
力
で
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
な
お
一
層
の
ご

支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
新
し
い
一
年
が
町
民
皆
様

に
と
り
ま
し
て
、
希
望
に
満
ち
た
明
る

く
健
や
か
な
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
心
か

ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

次
代
の
子
ど
も
た
ち
に
対
し
責
任
あ
る
議
決
を

　
　

町　
　
　

長　
　

佐
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木　
　
　

学

　
　

副　

町　

長　
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ほ
か
職
員
一
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◆
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会

　
　

議　
　
　

長　
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川　

和　

彦
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議　

長　
　

大　

西　

勝　

博

　
　

議　
　
　

員　
　

友　

成　

克　

司
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司
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田　
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藤　

本　

光　

行

　
◆
農
業
委
員
会

　
　

会　
　
　

長　
　

吉　

田　

寿　

栄

　
　

同　

代　

理　
　

小　

川　

信　

一

　
◆
監
査
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　

谷　

田　

進
太
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大　

井　

賢　

治

　
◆
教
育
委
員
会

　
　

教　

育　

長　
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條　
　
　

宏
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理　
　

湯　
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定　

曉

　
◆
選
挙
管
理
委
員
会

　
　

委　

員　

長　
　

村　

上　
　
　

哲

　
　

同　

代　

理　
　

砂　

田　

正　

樹

　
◆
公
平
委
員
会

　
　

委　
　
　

員　
　

坂　

口　

由
紀
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　

中　

川　
　
　

昇

　
　
　
　
　
　
　
　
　

越
前
谷　
　
　

徹

　
◆
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

　
　

会　
　
　

長　
　

北　
　
　

輝　

男

　
　

同　

代　

理　
　

橘　
　
　

一　

也

　
◆
都
市
計
画
審
議
会

　
　

会　
　
　

長　
　

椛　

澤　

勝　

則

　
　

同　

代　

理　
　

楢　

﨑　

忠　

彦

　
◆
社
会
教
育
委
員

　
　

委　

員　

長　
　

藤　

井　

吉　

美

　
　

副 

委 

員 

長　
　
小　

川　

真
寿
美

　
　

副 

委 

員 

長　
　
永　

池　

英　

彦

　

◆
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

　
　

委　
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長　
　

岡　

山　
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副 

委 
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長　
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彦

栗山町議会議長

鵜　川　和　彦

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

輝
か
し
い
平
成
31
年
の
新
春
を
、
町

民
の
皆
様
と
と
も
に
迎
え
ら
れ
ま
す
こ

と
を
、
町
議
会
を
代
表
し
て
謹
ん
で
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
日
頃
よ
り
、
議
会
運
営
に
対

し
て
多
く
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
９
月
５
日
の
記
録
的
な
暴

風
が
観
測
さ
れ
た
台
風
21
号
、
そ
し
て
、

翌
６
日
早
朝
に
発
生
し
た
胆
振
東
部
地

震
に
よ
り
、
町
内
は
も
と
よ
り
全
道
各
地

に
甚
大
な
被
害
が
も
た
ら
さ
れ
ま
し
た
。

被
災
さ
れ
た
皆
様
に
対
し
、
心
よ
り
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
１
日
も

早
い
復
興
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
自
然
災
害
を
通
し
て
、
議

会
が
、
ま
た
議
員
が
ど
の
よ
う
に
災
害

対
応
に
あ
た
る
べ
き
か
、
改
め
て
議
会

Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
業
務
継
続
計
画
）
の
重
要
性

と
策
定
の
必
要
性
を
痛
感
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
12
月
、
町
の
最
上
位
計

画
で
あ
る
「
第
６
次
総
合
計
画
基
本
構

想
及
び
基
本
計
画
」
の
改
定
案
が
議
会

に
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
今
、
わ
が
国
は

世
界
に
類
の
な
い
超
高
齢
少
子
社
会
を

迎
え
、
人
口
減
少
が
進
行
し
て
い
ま

す
。
国
は
、
２
０
２
５
年
の
超
高
齢
社

会
像
を
表
し
た
の
に
続
き
、
人
口
減
少

社
会
に
お
け
る
自
治
体
像
を
示
し
た

２
０
４
０
構
想
を
提
起
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
情
勢
を
踏
ま
え
ま
す
と
、

今
後
４
年
の
計
画
期
間
は
も
と
よ
り
次

期
計
画
、
さ
ら
に
は
本
町
の
将
来
の
礎

と
な
る
重
要
な
意
味
を
持
つ
も
の
に
な

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

基
本
構
想
が
掲
げ
る
「
誰
も
が
笑
顔

で
、
安
心
し
て
暮
ら
す
ま
ち
」
の
実
現

に
向
け
、
議
会
基
本
条
例
の
趣
旨
に
の
っ

と
り
、
情
報
公
開
、
住
民
参
加
、
自
由
闊

達
な
討
議
を
進
め
、
次
代
の
子
ど
も
た
ち

に
対
し
責
任
あ
る
議
決
を
目
指
し
ま
す
。

　

本
年
４
月
に
は
、
町
議
会
議
員
選
挙

が
執
行
さ
れ
ま
す
。
当
議
会
は
、
前
回
の

選
挙
よ
り
議
員
定
数
を
従
前
の
１
名
減

の
12
名
と
い
た
し
ま
し
た
が
、
結
果
は
無

投
票
と
な
り
、
議
会
と
し
て
、
責
任
の
一

端
を
重
く
受
け
止
め
て
お
り
ま
す
。

　

議
員
の
な
り
手
不
足
は
、
全
国
的
に

問
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
多
く
の

町
民
の
皆
様
に
議
会
、
議
員
の
活
動
に

関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
議

員
を
志
し
て
い
た
だ
け
る
存
在
感
の
あ

る
活
動
を
目
指
し
て
ま
い
り
た
い
と
決

意
を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
こ
の
一
年
が
町
民
の
皆

様
に
と
っ
て
健
や
か
で
希
望
に
満
ち
た

年
で
あ
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
を

申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。
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日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

▼
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

教
育
委
員
会
委
員
と
し
て
月
輪
淳
裕

氏
（
角
田
）
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。
任

期
は
平
成
30
年
12
月
10
日
か
ら
平
成

34
年
12
月
９
日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。

▼
栗
山
町
第
６
次
総
合
計
画
基
本
構
想

及
び
基
本
計
画
の
改
定
に
つ
い
て

前
期
実
施
計
画
の
検
証
や
こ
の
間
に

お
け
る
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
な
ど

を
踏
ま
え
た
中
で
、
ま
ち
づ
く
り
の

基
本
目
標
の
う
ち
、
重
点
政
策
方
針

に
お
け
る
政
策
課
題
や
重
点
的
に
実

施
す
る
施
策
群
、
分
野
別
政
策
の
基

本
方
針
、
町
財
政
の
中
長
期
試
算
な

ど
、
一
部
内
容
の
見
直
し
を
行
う
も

の
で
、
本
件
は
、
栗
山
町
中
長
期
財

政
問
題
等
調
査
特
別
委
員
会
へ
付
託

さ
れ
ま
し
た
。

▼
人
権
擁
護
委
員
の
推
せ
ん
に
つ
い
て

人
権
擁
護
委
員
と
し
て
井
上
善
晴
氏

（
松
風
３
）、
諏
訪
英
敏
氏
（
中
里
）

が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
平
成

31
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
34
年
３
月

31
日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

▼
台
風
21
号
倒
木
事
故
に
係
る
和
解
及

び
損
害
賠
償
の
額
の
決
定
に
つ
い

て台
風
21
号
に
伴
う
強
風
に
よ
り
、

本
町
所
有
の
台
山
共
同
墓
地
敷
地

内
の
樹
木
が
倒
れ
、
相
手
方
が
所

有
す
る
墓
石
に
そ
れ
ぞ
れ
損
害
を

与
え
た
こ
と
か
ら
、
修
繕
相
当

額
を
賠
償
す
る
こ
と
で
和
解
す
る

も
の
で
、
損
害
賠
償
の
総
額
は

５
２
４
万
８
５
８
４
円
で
す
。

▼
平
成
30
年
度
栗
山
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
６
号
）

歳
入
歳
出
予
算
に
２
億
４
０
１
１

万
７
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
88
億

８
１
８
７
万
１
千
円
と
す
る
も
の

で
、
主
な
内
容
は
、
ふ
る
さ
と
応
援

議    

案

基
金
積
立
金
の
追
加
等
に
係
る
補

正
で
す
。

▼
平
成
30
年
度
栗
山
町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

歳
入
歳
出
予
算
に
１
４
７
２
万
９
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を
16
億
６
２
５

７
万
９
千
円
と
す
る
も
の
で
、
主
な

内
容
は
、
療
養
給
付
費
等
負
担
金
の

追
加
等
に
係
る
補
正
で
す
。

▼
平
成
30
年
度
北
海
道
介
護
福
祉
学
校

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

歳
入
歳
出
予
算
に
38
万
９
千
円
を

追
加
し
、
総
額
を
１
億
２
４
７
０
万

４
千
円
と
す
る
も
の
で
、
内
容
は
、

女
子
学
生
寮
の
給
水
設
備
取
替
修

繕
に
係
る
補
正
で
す
。

▼
平
成
30
年
度
栗
山
町
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
か
ら
１
８
３
万
３
千
円

を
減
額
し
、
総
額
を
２
億
１
３
３
１

万
６
千
円
と
す
る
も
の
で
、
主
な
内

容
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
基
盤

安
定
負
担
金
の
確
定
に
伴
う
補
正

で
す
。

▼
平
成
30
年
度
栗
山
町
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

水
道
事
業
の
収
益
的
収
入
に

２
９
９
万
２
千
円
を
追
加
し
、
総
額

を
３
億
９
６
６
７
万
円
と
し
、
収
益

的
支
出
に
２
８
５
万
円
を
追
加
し

総
額
を
３
億
９
９
３
２
万
１
千
円

議会の動き
　平成 30 年第 6 回栗山町議会定
例会で次の議案が審議されました。

（12 月 11 日開会）

と
す
る
も
の
で
、
補
正
の
内
容
は
平

成
30
年
７
月
９
日
に
発
生
し
ま
し

た
上
水
道
濁
水
事
故
に
係
る
町
の

損
害
額
が
確
定
し
た
こ
と
に
伴
う
、

相
手
方
か
ら
の
損
害
賠
償
金
に
係

る
補
正
で
す
。

▼
平
成
30
年
度
栗
山
町
下
水
道
事
業
会

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

下
水
道
事
業
収
益
的
収
入
に
１
２
５

万
６
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
４
億

７
８
４
４
万
８
千
円
と
し
、
収
益
的

支
出
に
７
０
８
万
２
千
円
を
追
加

し
、
総
額
を
４
億
８
４
３
９
万
２
千

円
と
し
、
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水

道
事
業
の
収
益
的
支
出
に
１
５
０

万
７
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
７
２

８
７
万
８
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

▼
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

▼
栗
山
町
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
及

び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

▼
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

以
上
３
件
は
、
平
成
30
年
８
月
の
人

事
院
勧
告
に
お
い
て
給
料
な
ど
を
引

き
上
げ
る
勧
告
が
な
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
関
係
部
分
の
条
例
を
改
正
す
る

も
の
で
す
。

▼
栗
山
町
フ
ァ
ー
ブ
ル
の
森
観
察
飼
育

舎
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

平
成
３
年
に
国
蝶
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
の

保
護
・
育
成
を
目
的
に
設
置
さ
れ
、

町
内
外
の
多
く
の
方
々
に
利
用
さ
れ

て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
機
能
を
ふ
れ

あ
い
プ
ラ
ザ
に
移
転
・
統
合
し
、
新

た
に
「
ふ
る
さ
と
い
き
も
の
の
里
オ

オ
ム
ラ
サ
キ
館
」
を
整
備
し
た
こ
と

か
ら
、
今
年
度
末
を
も
っ
て
施
設
を

廃
止
す
る
も
の
で
す
。

▼
道
央
廃
棄
物
処
理
組
合
規
約
の
一
部

変
更

本
町
が
加
入
す
る
道
央
廃
棄
物
処
理

組
合
に
お
き
ま
し
て
、
経
費
の
支
弁

の
方
法
を
変
更
す
る
こ
と
か
ら
、
地

方
自
治
法
第
２
８
６
条
第
２
項
の
規

定
に
よ
り
、
道
央
廃
棄
物
処
理
組
合

規
約
を
変
更
す
る
も
の
で
す
。

▼
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

公
平
委
員
会
委
員
と
し
て
、
越
前
谷

徹
氏
（
中
央
１
）
が
同
意
さ
れ
ま
し

た
。
任
期
は
平
成
31
年
１
月
１
日
か

ら
平
成
34
年
12
月
31
日
ま
で
の
４
年

間
で
す
。

▼
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

監
査
委
員
と
し
て
谷
田
進
太
郎
氏（
錦

３
）
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は

平
成
31
年
１
月
１
日
か
ら
平
成
34
年

12
月
31
日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。

▼
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の

選
任
に
つ
い
て

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
と

し
て
、
金
岩
和
恵
氏
（
中
央
２
）
が

同
意
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
平
成
30

年
12
月
22
日
か
ら
平
成
33
年
12
月
21

諮　
問
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　JR 苫小牧駅前広場に、冬の夜空を彩るイルミネーションが新しく誕
生します。期間中は、さまざまな楽しいイベントを開催。ぜひ、この機
会に JR 室蘭線を利用して、とまこまいイルミネーションを見に行こう！

【場　所】JR 苫小牧駅南口・駅前広場
【期　間】2 月 14 日㈭まで
【時　間】16：00 ～ 23：00

※詳しくは、とまこまいイルミネーションで検索してください。
№ 10

J
R
室
蘭

線
を
利用して出か

け
よ
う
！

【問い合わせ】
　町経営企画課地域政策グループ　☎ 73-7502

町民皆さんの声をお寄せください
鉄路を “ 残す ” ためには、特に沿線に暮らす町民皆さんのご理
解とご協力が不可欠です。皆さんの JR 室蘭線の利用促進策に
関するアイデアやご意見をお寄せください。

【提出方法】　郵送、ファックス、E メールまたは持参（様式は
問いません）　
　〒 069-1512　栗山町松風 3 丁目 252 番地
　　栗山町経営企画課地域政策グループ　宛
　　FAX　72-3179　
　　E メール　tiikiseisaku-g@town.kuriyama.hokkaido.jp



や
り
方
は
理
解
で
き
な
い
。
新

町
長
の
ア
イ
デ
ア
で
あ
ら
ゆ
る

方
法
を
考
え
て
ほ
し
い
。
寄
附

な
ど
で
お
金
を
集
め
る
な
ど
良

案
を
期
待
し
て
い
る
。

ス
キ
ー
場
に
つ
い
て
は
、

歴
史
も
あ
り
、
教
育
の
面

か
ら
も
冬
期
間
の
重
要
な
施
設

と
認
識
し
て
い
る
。
施
設
に
思

い
入
れ
の
あ
る
方
も
多
く
、
ま

ち
づ
く
り
の
大
き
な
視
点
で
、

関
係
者
、
町
民
と
議
論
を
尽
く

し
た
う
え
で
判
断
し
た
い
。

北
海
道
胆
振
東
部
地
震

今
回
の
地
震
で
、
あ
ら
た

め
て
情
報
伝
達
の
必
要
性

を
強
く
感
じ
た
。
町
で
は
平
成

34
年
度
を
目
標
に
、
コ
ミ
ュ
ニ

栗
山
赤
十
字
病
院

①
現
在
の
場
所
で
日
赤
を

建
替
え
る
予
定
な
の
か
。

駅
周
辺
な
ど
、
交
通
の
利
便
性

を
考
慮
し
検
討
す
べ
き
で
は
。

②
日
赤
を
建
替
え
て
も
、

通
院
者
は
増
え
る
の
か
。

町
民
負
担
も
あ
る
の
で
あ
れ

ば
、
現
状
の
課
題
を
十
分
踏
ま

え
、
検
討
を
進
め
て
ほ
し
い
。

日
赤
の
建
替
え
は
決
ま
っ

た
こ
と
で
は
な
い
が
、
耐

震
化
の
問
題
も
あ
り
ま
ち
の
重

要
課
題
で
あ
る
。
場
所
の
問
題

も
含
め
、
病
床
規
模
や
財
政
負

担
な
ど
、
本
町
に
と
っ
て
最
適

な
医
療
機
関
と
な
る
よ
う
、
さ

ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
ス
ピ
ー
ド

感
を
も
っ
て
、
結
論
を
出
し
て

い
き
た
い
。

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会

　

佐
々
木
学
町
長
と
の
「
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
」
が
、
10
月
31
日
か
ら
11
月
13
日
ま
で
の
日
程
で
町
内
25
会
場
で
開
か

れ
ま
し
た
。
集
ま
っ
た
町
民
は
延
べ
２
７
１
人
。
栗
山
町
第
６
次
総
合
計
画
後
期
実
施
計
画
策
定
に
つ
い
て
の
質
問
・

意
見
、
現
在
町
が
直
面
す
る
地
域
課
題
に
つ
い
て
懇
談
し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
声
を
町
政
に

開会にあたり佐々木町長からのあいさつ

栗
山
高
等
学
校
・
北
海
道
介
護

福
祉
学
校
の
存
続

栗
山
高
校
に
つ
い
て
、
国

際
感
覚
を
養
う
教
育
に
特

化
す
る
た
め
の
英
語
学
科
や
、

Ｉ
Ｔ
技
術
の
専
門
課
程
な
ど
、

普
通
科
で
は
な
く
特
殊
な
専
門

課
程
を
設
置
し
、
生
徒
を
募
集

し
て
い
っ
て
は
ど
う
か
。ま
た
、

介
護
福
祉
学
校
と
の
連
携
を
強

化
し
て
は
ど
う
か
。

栗
山
高
校
と
介
護
福
祉
学

校
の
存
続
問
題
は
、
町
の

大
き
な
課
題
で
あ
る
。
例
え
ば

の
話
で
あ
る
が
、
栗
山
高
校
の

１
ク
ラ
ス
を
福
祉
の
専
門
課
程

と
し
、
高
校
の
３
年
間
と
介
護

福
祉
学
校
の
２
年
間
を
合
わ
せ

た
５
年
間
で
福
祉
・
医
療
の
専

門
知
識
を
学
び
、
複
数
の
国
家

資
格
を
取
得
で
き
る
よ
う
な
こ

と
が
で
き
な
い
か
と
考
え
て
い

る
。
今
後
、
町
民
に
よ
る
栗
山

高
校
の
魅
力
づ
く
り
を
具
体
的

に
検
討
す
る
組
織
が
立
ち
上
が

る
の
で
、
皆
さ
ん
と
議
論
を
深

め
て
い
き
た
い
。

栗
山
町
ス
キ
ー
場
の
存
続

①
町
ス
キ
ー
場
に
つ
い
て

は
、
以
前
か
ら
使
用
で
き

な
く
な
れ
ば
廃
止
と
い
う
話
も

出
て
い
た
。
近
隣
の
ス
キ
ー
場

を
利
用
す
る
の
も
一
つ
の
手
で

は
な
い
か
。

②
町
ス
キ
ー
場
に
つ
い

て
、
私
は
「
無
く
て
は
な

ら
な
い
施
設
」
だ
と
考
え
る
。

今
年
に
な
っ
て
中
止
と
い
う
こ

と
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
行
政
の

テ
ィ
Ｆ
Ｍ
放
送
局
の
開
設
を
目

指
す
と
の
こ
と
だ
が
、
も
う
少

し
早
く
な
ら
な
い
か
。
災
害
時

の
広
報
車
や
消
防
の
放
送
も
聞

こ
え
づ
ら
か
っ
た
。
災
害
は
正

確
な
情
報
が
入
ら
な
い
こ
と
が

混
乱
を
招
く
。
早
く
、正
確
に
、

継
続
的
に
災
害
情
報
を
流
す
対

策
が
緊
急
課
題
と
思
う
が
。

今
回
の
地
震
で
は
、
特
に

住
民
へ
の
災
害
情
報
伝
達

の
課
題
が
浮
き
彫
り
と
な
っ

た
。
町
内
会
・
自
治
会
長
の
協

力
も
い
た
だ
い
た
が
、
全
て
の

住
民
に
避
難
所
開
設
状
況
な
ど

の
情
報
を
早
く
正
確
に
伝
え
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
放
送
局
に
つ

い
て
平
成
34
年
度
の
開
局
に
向

け
、準
備
を
進
め
て
い
き
た
い
。

質疑回答

質疑回答

回答質疑

回答

質疑
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そ
し
て
わ
か
ら
な
い
こ
と
を
調
べ
、

項
目
に
は
何
を
盛
り
込
む
べ
き
か
を

考
え
な
が
ら
作
業
を
進
め
ま
し
た
。

時
に
は
、
事
実
の
特
定
の
難
し
さ
、

本
町
の
歴
史
が
ど
の
よ
う
に
展
開
し

た
の
か
、
そ
し
て
項
目
の
重
要
度
の

判
断
な
ど
に
苦
慮
し
、
行
き
詰
ま
る

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
お
び
た
だ
し
い
歴
史
事
実

の
中
に
は
、
今
も
埋
も
れ
た
ま
ま
に

な
っ
て
い
る
も
の
や
以
前
整
理
し
た

と
き
に
は
関
心
の
外
に
置
か
れ
た
も

の
も
あ
り
、
こ
れ
ら
を
考
慮
す
る
と

記
述
の
判
断
は
非
常
に
難
し
い
も
の

で
し
た
。

　

年
表
に
載
せ
る
栗
山
の
動
き
に
つ

い
て
は
、「
行
政
」「
産
業
」「
生
活
基

盤
」「
教
育
・
文
化
・
厚
生
」
の
４
つ

の
分
野
に
分
け
て
整
理
し
、
道
内
外

の
動
き
は
特
に
道
内
の
出
来
事
を
中

心
に
取
り
入
れ
ま
し
た
。

　

平
成
が
幕
を
閉
じ
る
ま
で
、
あ
と

４
カ
月
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
年
表
が

単
な
る
事
実
の
羅
列
に
終
わ
ら
な
い

よ
う
に
、
何
か
ス
ト
ー
リ
ー
が
描
け

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。（
衣
川
）

【
問
い
合
わ
せ
】

　

町
史
編
さ
ん
室　

☎
�
７
８
２
０

完
成
間
近
の
平
成
年
表

　

い
よ
い
よ
平
成
は
、
本
年
の
４
月

で
31
年
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
ま
す
。

町
で
は
、
平
成
28
年
度
に
町
史
編
さ

ん
室
を
設
置
し
、
平
成
の
30
年
間
を

ま
と
め
た
町
史
第
３
巻
を
編
さ
ん
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。設
置
当
時
は
、

平
成
が
終
わ
り
を
迎
え
る
こ
と
な
ど

考
え
て
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今

思
え
ば
「
先
見
の
明
」
が
あ
っ
た
の

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

町
史
の
編
さ
ん
作
業
も
発
刊
に
向

け
て
慌
た
だ
し
く
な
り
、
土
台
と
な

る
年
表
の
作
成
も
、
最
終
段
階
に

入
っ
て
き
ま
し
た
。
年
表
は
、
記
録

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
事
実
を
残
す
。

こ
こ
が
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
で
し
た
。

し
か
し
、
事
実
を
転
記
す
れ
ば
新
た

な
年
表
が
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、

歴
史
的
事
象
に
つ
い
て
何
が
わ
か
っ

て
い
て
、何
が
わ
か
っ
て
い
な
い
か
、

方
の
交
流
の
場
に
な
る
よ
う
に
頑
張

り
ま
す
！　
「
く
り
と
く
ら
」
に
来

る
こ
と
で
遠
く
離
れ
た
と
こ
ろ
に
住

ん
で
い
た
人
た
ち
や
、
同
じ
趣
味
を

持
っ
た
人
た
ち
が
出
会
う
き
っ
か
け

作
り
が
で
き
れ
ば
と
て
も
嬉
し
い

で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

町
Ｐ
Ｒ
隊
事
務
所

　

☎
�
７
１
０
３

多
く
の
方
の
交
流
の
場
と
な
っ
て

新しい力で栗山を元気に！ 地域おこし協力隊ですNo.31
　

こ
ん
に
ち
は
！
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
金
谷
で
す
。

　

11
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た

「
c
a
f
é
&
b
a
r
く
り
と
く

ら
」
で
先
日
、
初
め
て
の
イ
ベ
ン
ト

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
名
も「
高

知
県
日
高
村
ナ
イ
ト
in
く
り
と
く

ら
」
！

　

ふ
る
さ
と
納
税
に
関
す
る
道
外
で

の
イ
ベ
ン
ト
参
加
を
き
っ
か
け
に
ご

縁
が
で
き
た
、
高
知
県
日
高
村
の
地

域
お
こ
し
協
力
隊
や
関
係
者
５
人
が

視
察
を
兼
ね
て
来
町
さ
れ
、
こ
の
イ

ベ
ン
ト
が
実
現
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、日
高
村
特
産
品
の「
シ
ュ

ガ
ー
ト
マ
ト
」
と
く
り
や
ま
ハ
ム
の

「
バ
ラ
ベ
ー
コ
ン
」
を
使
用
し
た
ピ

ザ
な
ど
、
お
互
い
の
特
産
品
で
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
特
別
メ
ニ
ュ
ー

を
提
供
し
ま
し
た
。
約
15
人
の
お
客

様
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
満
席
状
態

で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
高
知
県

の
「
返
杯
」、北
海
道
の
「
乾
杯
締
め
」

な
ど
、
異
な
る
宴
会
文
化
の
交
流
で

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
！

　

今
後
も
定
期
的
に
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
、
町
内
・
町
外
問
わ
ず
多
く
の

こんにちは！ 町史編さん室ですNo.31

イベントの特別メニュー

既に発刊している「栗山町史別巻」
と「栗山町史 平成史ダイジェスト
版」の年表

全
国
更
生
保
護
女

性
連
盟
会
長
表
彰

総
務
大
臣
表
彰

瑞
宝
単
光
章
表
彰

作
文
コ
ン
テ
ス
ト

優
秀
賞
受
賞

　

犯
罪
や
非
行
の
無
い
明
る
い
社
会
を

目
指
し
、
過
去
に
過
ち
を
犯
し
た
人
た

ち
の
更
生
を
手
助
け
す
る
活
動
を
し
て

い
る
栗
山
更
生
保
護
女
性
会
の
飯
尾
喜

美
恵
さ
ん
が
、
６
月
５
日
に
東
京
都
で

行
わ
れ
た
「
第
55
回
記
念
日
本
更
生
保

護
女
性
の
集
い
」
で
全
国
更
生
保
護
女

性
連
盟
会
長
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。
飯
尾
さ
ん
は
平
成
３
年
９
月
よ
り

同
会
に
入
会
。
27
年
間
に
わ
た
り
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
更

生
保
護
活
動
を

続
け
て
き
ま
し

た
。
飯
尾
さ
ん
は
「
栗
山
の
活
動
が
認

め
ら
れ
、
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
」
と

笑
顔
で
話
し
、
女
性
刑
務
所
へ
の
慰
問

活
動
や
、
刑
務
所
事
業
で
実
施
す
る
炊

き
出
し
の
仕
事
な
ど
の
報
告
を
し
て
い

ま
し
た
。  

　

長
く
町
内
会
長
を
務
め
ら
れ
て
い
る

八
木
橋
義
則
さ
ん
と
椛
澤
忠
彦
さ
ん
に

総
務
大
臣
表
彰
が
贈
ら
れ
11
月
14
日
、

役
場
応
接
室
で
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
八
木
橋
さ
ん
は
昭
和
61
年
１
月
か

ら
現
在
ま
で
、
椛
澤
さ
ん
は
平
成
10
年

１
月
か
ら
現
在
ま
で
町
内
会
長
と
し
て

役
割
を
担
わ
れ
て
い
ま
す
。
佐
々
木
学

町
長
が
「
こ
れ
か
ら
も
ご
活
躍
を
期
待

し
て
い
ま
す
」
と
声
を
か
け
る
と
、
２

人
は
「
家
族
の
支
え
の
お
か
げ
で
す
。

近
年
、
自
然
災
害
が
増
え
て
き
て
い
る

の
で
、
こ
れ
か
ら
は
防
災
に
対
す
る
地

域
づ
く
り
に
よ
り
一
層
力
を
入
れ
て
い

き
た
い
と
思
い

ま
す
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。 

　

法
務
省
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
」
中
央
推
進
委
員
会
が
主
催
し
た

「
第
68
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動 

作

文
コ
ン
テ
ス
ト
」
で
、
栗
山
小
学
校
６

年
の
堀
江
妃ひ

な菜
さ
ん
の
作
品
が
、
小
学

生
の
部
で
本
町
初
の
優
秀
賞
に
選
ば
れ

ま
し
た
。
同
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
日
常
の

家
庭
生
活
や
学
校
生
活
の
中
で
体
験
し

た
こ
と
を
基
に
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い

地
域
社
会
づ
く
り
や
犯
罪
・
非
行
を
し

た
人
の
立
ち
直

り
に
つ
い
て
感

じ
た
こ
と
な
ど

を
題
材
に
行
わ
れ
12
月
18
日
、
同
校
図

工
室
で
表
彰
伝
達
式
を
実
施
。
栗
山
地

区
保
護
司
会
の
井
村
勇
夫
会
長
か
ら
、

表
彰
状
と
図
書
カ
ー
ド
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。
堀
江
さ
ん
は
「
受
賞
で
き
て
と

て
も
う
れ
し
い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。 

　

第
31
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
で
元

南
空
知
消
防
組
合
消
防
司
令
の
澤
田
康

夫
さ
ん
が
瑞
宝
単
光
章
（
消
防
功
労
）

を
受
章
し
12
月
19
日
、
役
場
応
接
室
で

伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
澤
田
さ
ん

は
昭
和
46
年
に
消
防
職
員
に
拝
命
以

来
、
35
年
間
消
防
業
務
に
精
励
し
、
消

防
職
員
の
技
術
の
向
上
に
努
め
、
消
防

行
政
の
発
展
に
尽
く
し
、
地
域
の
防
災

活
動
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

佐
々
木
学
町
長
か
ら
「
受
章
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
表
彰
状
と
勲
章
の

伝
達
を
受
け
た
澤
田
さ
ん
は
「
受
賞
は

消
防
の
皆
さ
ん

の
指
導
が
あ
っ

て
の
も
の
。
と

て
も
感
謝
し
て

い
ま
す
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。  

9 広報くりやま　2019. 1 82019. 1　広報くりやま   

受賞おめでとうございます



分
別
を
お
願
い
し
ま
す

ご
み
の
適
正
な

【問い合わせ】　
　町環境政策課
　環境政策
　グループ
　☎ 73-7511

　

広
報
く
り
や
ま
12
月
号
の
「
ご
み
質

調
査
結
果
」で
も
お
伝
え
し
た
と
お
り
、

調
査
し
た
全
て
の
種
類
で
、
依
然
と
し

て
不
適
切
物
が
多
く
混
入
し
て
い
る
状

況
で
あ
り
、
不
適
生
物
の
中
で
、
分
別

を
間
違
い
や
す
い
ご
み
の
例
と
し
て
は

表
１
の
と
お
り
で
す
。

　

安
定
し
た
ご
み
処
理
の
た
め
に
は
ご

家
庭
で
の
適
正
な
分
別
が
非
常
に
重
要

で
す
。
資
源
物
は
正
し
く
分
別
さ
れ
れ

ば
、
有
償
で
売
却
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
し
、
適
正
な
分
別
は
ご
み
処
理
費
用

の
低
減
、
ま
た
、
埋
立
最
終
処
分
場
の

延
命
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

正
し
い
分
別
方
法
に
つ
い
て
今
一
度

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

缶
に
記
載
の
廃
棄
方
法
を
確
認
し
、

適
切
に
廃
棄
し
て
く
だ
さ
い
。
記
載
が

な
い
場
合
は
、
次
の
図
１
の
と
お
り
必

ず
使
い
切
っ
て
か
ら
火
の
気
の
な
い
換

ご
み
分
別
の
確
認
を

今月の暮らし

安
全
で
安
心
な
ま
ち
を
目
指
し
て

生
活
・
安
全

【問い合わせ】　
　町住民保健課
　生活安全
　グループ
　☎ 73-7510

　

冬
季
間
の
路
面
は
積
雪
や
気
温
の
低

下
な
ど
に
よ
り
道
路
が
非
常
に
滑
り
や

す
く
、
路
面
の
状
況
も
刻
一
刻
と
変
化

し
ま
す
。

　

冬
季
間
は
、
時
間
に
十
分
な
ゆ
と
り

を
持
ち
、
ゆ
っ
く
り
行
動
す
る
こ
と
で

交
通
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
新
年
会
な
ど
お
酒
を
飲
む
機

会
が
増
え
る
こ
と
か
ら
、
飲
酒
運
転
に
よ

る
事
故
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

飲
酒
運
転
は
極
め
て
悪
質
な
犯
罪
で

す
。「
飲
酒
運
転
を
し
な
い
、さ
せ
な
い
、

許
さ
な
い
」
を
合
言
葉
に
地
域
か
ら
飲

酒
運
転
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

◆
運
転
者
の
冬
道
事
故
防
止
ポ
イ
ン
ト

○
凍
結
・
圧
雪
路
面
で
は
、
急
ブ
レ
ー

　

キ
時
の
制
動
距
離（
ブ
レ
ー
キ
距
離
）

　

が
夏
場
の
乾
燥
路
面
と
比
べ
３
倍
か

　

ら
10
倍
以
上
に
も
な
る
た
め
、
急
ブ

　

レ
ー
キ
や
急
発
進
を
せ
ず
に
慎
重
な

　

運
転
を
心
掛
け
る

○
交
差
点
進
入
時
は
、
轍わ

だ
ち

や
ア
イ
ス

バ
ー
ン
な
ど
の
路
面
の
変
化
に
注

意
。
ま
た
、
雪
山
の
死
角
か
ら
歩
行

者
や
車
が
突
然
出
て
く
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
十
分
に
注
意
す
る

○
悪
天
候
時
に
外
出
す
る
際
は
、
天
気

予
報
や
交
通
情
報
を
確
認
し
、
不
要

な
外
出
は
控
え
る

○
歩
行
者
の
近
く
を
通
過
す
る
際
は
、

安
全
な
間
隔
の
保
持
や
徐
行
を
し

て
、
突
然
の
転
倒
や
急
な
飛
び
出
し

な
ど
に
対
応
で
き
る
よ
う
心
掛
け
る

◆
歩
行
者
の
冬
道
事
故
防
止
ポ
イ
ン
ト

○
歩
く
と
き
は
歩
幅
を
小
さ
く
し
、
足

の
裏
全
体
に
体
重
を
か
け
る
よ
う
に

歩
く

○
道
路
を
渡
る
と
き
は
、
必
ず
横
断
歩

道
を
利
用
し
、
信
号
が
青
の
場
合
で

も
必
ず
左
右
を
確
認
し
て
か
ら
渡
る

○
夕
方
か
ら
夜
に
か
け
て
外
出
す
る
と

き
は
、
運
転
者
の
目
に
つ
き
や
す
い

よ
う
に
明
る
い
色
の
服
装
や
夜
光
反

射
材
を
身
に
着
け
る

「
冬
道
の
事
故
防
止
と
飲
酒
運
転
根
絶
」

【
警
察
よ
り
】
特
殊
詐
欺
被
害 

防
止
の
お
願
い
で
す

　

ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
な
ど
、
有
料
サ

イ
ト
の
未
納
料
金
の
支
払
い
請
求
な

ど
を
装
い
、
羞
恥
心
に
付
け
込
ん
で

電
子
マ
ネ
ー
を
だ
ま
し
取
る
特
殊
詐

欺
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

◇
「
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
の
未
納
・
解

　

約
料
金
」
を
請
求
す
る
メ
ー
ル

◇
「
電
子
マ
ネ
ー
を
購
入
し
、
カ
ー

　
ド
の
番
号
を
教
え
ろ
」
と
い
う
電
話

　

こ
れ
ら
は
詐
欺
の
手
口
で
す
。
被

害
に
は
女
性
も
遭
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
こ
の
よ
う
な
不
審
な

メ
ー
ル
や
電
話
が
来
た
ら
１
人
で
悩

ま
ず
最
寄
り
の
警
察
署
や
交
番
な
ど

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

栗
山
警
察
署

　

☎
�
０
１
１
０

緊
急
通
報
は
１
１
０
番
、
相
談
電
話
は
＃
９
１
１
０
に
！ 

　

１
１
０
番
は
、
緊
急
の
事
件
・
事

故
な
ど
を
い
ち
早
く
警
察
へ
通
報
す

る
た
め
の
緊
急
電
話
で
す
。

　

１
１
０
番
に
出
た
警
察
官
が
、
事

件
・
事
故
の
内
容
に
基
づ
い
て
必
要
な

事
項
を
質
問
し
ま
す
。
慌
て
ず
に
落
ち

着
い
て
正
し
く
答
え
て
く
だ
さ
い
。

　

携
帯
電
話
で
１
１
０
番
す
る
場

合
、
車
で
移
動
し
な
が
ら
の
通
報
者

や
歩
き
な
が
ら
の
通
報
は
控
え
て
く

だ
さ
い
。
通
話
が
途
切
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

緊
急
の
対
応
を
必
要
と
し
な
い

遺
失
物
、
拾
得
物
の
届
け
出
、
諸

願
手
続
き
の
照
会
は
最
寄
り
の
警

察
署
や
交
番
な
ど
の
電
話
を
利
用

し
、
相
談
に
関
す
る
意
見
、
要
望

は
「
＃
９
１
１
０
」
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

栗
山
警
察
署

　

☎
�
０
１
１
０

種　類 間違い内容 正しい出し方

①生ごみ（オレンジ）
※生ごみ以外はいれないでください。

食品パックのまま パックは洗浄し④青色袋へ
レジ袋混入 洗浄し④青色袋へ

水切りネット混入 洗浄し③緑色袋へ

②炭にできるごみ（茶色）
※燃えるごみと判断しないでくだ

さい。

シュレッダー紙 ⑥黒色袋へ
輪ゴム・運動靴 ③緑色袋へ

葉・落ち葉 ③緑色袋（他のごみは混ぜない）へ

③炭にできないごみ（緑色）
※その他ごみと判断しないでくだ

さい。

家電製品・針金ハンガー ⑥黒色袋へ
ガラスコップ・陶器茶碗 公共施設回収ボックスへ

電池・電球・蛍光管 公共施設回収ボックスへ

④プラスチック類（青色）
※プラマークが目印となります。洗
　浄してください。

保冷剤・カイロ ③緑色袋へ
プラスチックハンガー・歯ブラシ・スポンジ ③緑色袋へ

食べ残しプラ容器 プラ容器は洗浄し④青色袋へ
生ごみは①オレンジ袋へ

⑤缶・びん・ペットボトル（赤色）
※ 中 身 を 取 り 除 き、 洗 浄 し て く だ

さい。

食用油などのプラボトル 洗浄し④青色袋へ
びんの金属キャップ ⑥黒色袋へ

中身の残った化粧品びん・塗料缶 洗浄して⑤赤色袋へ

⑥資源（黒色）
（鉄金属・雑紙・わりばし）

※混ぜないでください。

ティッシュペーパー ②茶色袋へ
箸（木製） ②茶色袋へ

質の悪い紙 ②茶色袋へ

【表 1】分別を間違いやすいごみの例

ス
プ
レ
ー
缶
、
カ
セ
ッ

ト
ボ
ン
ベ
の
出
し
方
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缶がカラになったか
確認する
缶を振って、中身が残っ
ていないか音を聞く

STEP 1

ごみに出す
キャップなどのプラス
チックを分別し、⑤赤色
袋に入れる

STEP 3

ガスを抜く
ガス抜きキャップがない
場 合 は、 穴 あ け 器 具 を
使ってガスを抜く

STEP 2
気
の
良
い
屋
外
で
穴
を
開
け
、
⑤
赤
色

袋
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
ガ
ス
を
抜
く
こ
と
が
不
安
な
方
は
、

　

町
環
境
政
策
課
ま
た
は
南
空
知
消
防

　

組
合
消
防
署
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　

さ
い
。

【図 1】正しい処理方法



　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
平
成
最
後
の
正
月
を
い
か
が
お
迎

え
で
し
ょ
う
か
？

　

昨
年
は
、
本ほ

ん
じ
ょ庶 

祐た
す
く

（
京
都
大
学
特

別
教
授
）
が
２
０
１
８
年
ノ
ー
ベ
ル
医

学
生
理
学
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
Ｐ

Ｄ
‐
１
の
発
見
、
が
ん
の
免
疫
療
法
に

関
す
る
業
績
が
評
価
さ
れ
た
の
で
す
。

　

が
ん
の
治
療
法
と
し
て
従
来
か
ら
の

手
術
、
放
射
線
治
療
、
抗
が
ん
剤
の
三

大
療
法
に
加
え
て
、
第
４
の
選
択
肢
と

し
て
癌
免
疫
療
法
に
道
を
開
い
た
の

で
す
。

　

と
い
う
わ
け
で
、
今
回
は
「
が
ん
」

に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

　

長
寿
社
会
で
は
２
人
に
１
人
が
が
ん

に
罹
患
す
る
と
さ
れ
、
現
在
で
も
日
本

人
の
死
因
の
30
％
か
ら
40
％
を
占
め
て

い
ま
す
。
治
療
法
の
選
択
肢
が
増
え
た

と
は
い
え
、
が
ん
の
予
防
、
早
期
発
見
、

早
期
治
療
（
非
侵
襲
的
）
が
望
ま
れ
ま

す
。
多
く
の
が
ん
の
原
因
は
不
明
で
す

が
、
遺
伝
的
な
要
素
に
加
え
、
糖
尿
病
、

肥
満
、
喫
煙
な
ど
生
活
習
慣
病
が
発
癌

を
促
進
す
る
こ
と
か
ら
、
禁
煙
、
運
動
、

減
塩
、
節
酒
な
ど
生
活
習
慣
改
善
が
重

要
で
、
定
期
的
な
生
活
習
慣
病
健
診
、

発
見
の
た
め
の
「
が
ん
検
診
」
が
必
要

で
す
。40
歳
を
過
ぎ
た
ら
定
期
的
に「
が

ん
検
診
」
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

一
方
で
、
最
近
の
研
究
で
原
因
が
明

ら
か
に
な
っ
た
が
ん
も
あ
り
、
こ
れ
ら

は
予
防
可
能
で
す
。

　

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
（
Ｂ
型
、
Ｃ
型
）
は

肝
細
胞
が
ん
を
、
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ

イ
ル
ス
は
子
宮
頸
が
ん
を
引
き
起
こ
し

ま
す
し
、
胃
が
ん
は
ほ
と
ん
ど
が
ピ
ロ

リ
菌
感
染
で
あ
る
と
判
明
し
ま
し
た
。

　

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
い
る
か

は
血
液
検
査
で
わ
か
り
ま
す
。

　

ピ
ロ
リ
菌
感
染
の
診
断
に
は
血
液
検

査
や
胃
内
視
鏡
検
査
が
必
要
で
す
。

　

最
後
に
「
胃
が
ん
」
に
つ
い
て
述
べ

ま
す
。

定
期
健
診
、
が
ん
検
診
を
受
け
て

　
健
康
長
寿
に
な
ろ
う
！

保
健
福
祉
の
コ
ラ
ム

渡
邊　

光
明

※
栗
山
町
地
域
医
療
協
議
会
の
ご
協
力
に
よ
り
、「
リ
レ
ー
方
式
」
で
連
載
し
て
い
ま
す
。

栗
山
赤
十
字
病
院　

院
長　

内
科　

日
本
人
の
ピ
ロ
リ
菌
感
染
者
は
お
よ

そ
３
５
０
０
万
人
と
い
わ
れ
、
特
に

５
０
歳
以
上
の
人
で
感
染
し
て
い
る
割

合
が
高
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ピ
ロ
リ

菌
は
幼
小
児
期
に
経
口
感
染
で
胃
の
中

に
住
み
着
き
ま
す
。
ピ
ロ
リ
菌
感
染
に

よ
り
胃
炎
を
呈
し
、そ
こ
か
ら
胃
潰
瘍
、

十
二
指
腸
潰
瘍
、
さ
ら
に
は
数
十
年
経

て
胃
が
ん
が
発
生
し
て
き
ま
す
。
つ
ま

り
、ピ
ロ
リ
菌
感
染
を
早
期
に
診
断
し
、

治
療
（
す
な
わ
ち
除
菌
）
で
き
れ
ば
潰

瘍
や
胃
が
ん
は
少
な
く
で
き
る
と
い
う

わ
け
で
す
。

　

胃
が
ん
検
診
は
従
来
の
胃
バ
リ
ウ
ム

検
診
に
加
え
て
、
胃
内
視
鏡
検
診
が
導

入
さ
れ
ま
し
た
。

　

栗
山
町
か
ら
胃
が
ん
死
亡
者
を
な
く

し
た
い
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
こ
め
て
、

平
成
27
年
に
は
「
胃
が
ん
予
防
と
ピ
ロ

リ
菌
除
菌
」
を
テ
ー
マ
に
町
民
を
対
象

に
し
た
「
栗
山
町
胃
が
ん
予
防
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
を
開
催
し
、
幅
広
い
知
識
の
普

及
、
胃
内
視
鏡
検
診
の
啓
蒙
を
図
っ
て

い
ま
す
。
お
聞
き
に
な
っ
た
方
も
多
い

と
思
い
ま
す
。
現
在
、
確
実
に
除
菌
さ

れ
る
方
が
増
え
て
い
ま
す
。さ
ら
に
は
、

栗
山
町
と
栗
山
赤
十
字
病
院
の
共
同
事

業
と
し
て
中
学
生
ピ
ロ
リ
検
診
を
実
施

し
て
お
り
、
毎
年
、
数
名
が
治
療
を
受

け
除
菌
に
成
功
し
て
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
も
一
度
は
自
分
の
胃

に
ピ
ロ
リ
菌
が
い
る
か
、
胃
炎
が
あ
る

か
健
診
や
内
視
鏡
検
査
を
受
け
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
感
染
し
て
い

れ
ば
薬
を
１
週
間
飲
む
だ
け
で
除
菌
さ

れ
ま
す
が
、
胃
が
ん
の
リ
ス
ク
は
ゼ
ロ

に
は
な
り
ま
せ
ん
の
で
年
１
回
の
胃
内

視
鏡
検
査
で
経
過
観
察
が
必
要
で
す
。

定
期
的
な
検
診
を
受
け
て
い
れ
ば
胃
癌

で
亡
く
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

健
康
長
寿
で
暮
ら
せ
る
栗
山
町
民
で

い
ら
れ
る
よ
う
に
、
定
期
的
な
健
診
、

が
ん
検
診
の
受
診
を
お
勧
め
し
て
今
回

の
お
話
し
と
し
ま
す
。
１
年
の
計
は
元

旦
に
あ
り
。

今月の健
け ん こ う

幸

腰
痛
予
防
・
改
善
の
た
め
の

　
ス
ト
レ
ッ
チ
と
軽
運
動
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保
健
の
お
知
ら
せ

元
気
が
一
番

【問い合わせ】　
　町住民保健課
　健康推進
　グループ
　☎ 73-2256

H
ealthHea

lth
H
e

althHeal

th
e
a
lt
h

の
筋
肉
が
硬
け
れ
ば
、
腰
椎
は
股
関
節

の
動
き
を
代
償
す
る
よ
う
に
無
理
に
動

く
必
要
が
出
て
し
ま
う
の
で
、
腰
椎
に

負
担
が
か
か
る
の
で
す
。

　

ま
ず
、
腰
痛
に
は
原
因
が
は
っ
き
り

し
て
い
る
も
の
（
特
異
的
腰
痛
・
特
異

性
腰
痛
）
と
、
原
因
が
は
っ
き
り
し
な

い
も
の
（
非
特
異
的
腰
痛
・
非
特
異
性

腰
痛
）
の
２
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
医

師
の
診
断
に
よ
り「
椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
」

「
腰
椎
分
離
・
す
べ
り
症
」
な
ど
の
診

断
が
つ
き
、
痛
み
の
原
因
が
は
っ
き
り

し
て
い
る
場
合
は
治
療
や
リ
ハ
ビ
リ
を

優
先
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

レ
ン
ト
ゲ
ン
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
で
も
原

因
が
は
っ
き
り
せ
ず
、
慢
性
的
に
腰
痛

が
継
続
し
て
い
る
場
合
な
ど
は
運
動
療

法
が
有
効
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。
セ
ル

フ
チ
ェ
ッ
ク
と
し
て
背
中
を
反
ら
せ
た

場
合
や
前
屈
し
た
場
合
に
脚
に
強
い
し

び
れ
や
痛
み
、
腰
の
痛
み
や
違
和
感
を

強
く
感
じ
た
場
合
は
そ
の
方
向
に
無
理

に
動
か
す
こ
と
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

　

股
関
節
を
柔
軟
に
動
か
す
こ
と
が
で

き
れ
ば
腰
椎
の
負
担
を
減
ら
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。
逆
に
股
関
節
や
そ
の
周
辺

前屈を例にした場合、股関節が良く曲がってい
る左の写真は背骨の動きが少ない。右の写真は
太ももの裏側が硬く股関節が曲がっていないた
め、背骨を大きく丸めるような姿勢になってい
る。このような姿勢では椎間板などに強く負担
がかかる。

　

ま
ず
は
、
腰
痛
予
防
・
悪
化
防
止
の

た
め
に
股
関
節
周
辺
の
ス
ト
レ
ッ
チ
を

行
い
ま
し
ょ
う
。
太
も
も
の
裏
側
の
ス

ト
レ
ッ
チ
は
片
脚
を
伸
ば
し
、
背
筋
を

で
き
る
範
囲
で
ま
っ
す
ぐ
に
し
て
お
い

て
股
関
節
か
ら
曲
げ
て
い
く
よ
う
に
し

ま
す
。
ま
た
股
関
節
前
側
の
ス
ト
レ
ッ

チ
は
、
床
に
片
膝
を
つ
い
た
姿
勢
か
ら

後
ろ
脚
を
大
き
く
引
い
て
お
き
、
背

中
を
反
ら
せ
な
い
よ
う
に
注
意
し
な

が
ら
上
体
を
前
方
に
少
し
移
動
さ
せ
ま

す
。
い
ず
れ
も
「
張
り
感
は
あ
る
が
痛

す
ぎ
な
い
」
程
度
で
20
～
30
秒
静
止
し

ま
し
ょ
う
。
こ
れ
を
２
回
ほ
ど
行
い
ま

し
ょ
う
。
椅
子
に
座
っ
た
ま
ま
で
も
実

施
で
き
ま
す
。

　

腰
椎
を
は
じ
め
脊
椎
は
身
体
の
奥
側

（
体
幹
深
部
筋
群
）と
、身
体
の
表
側（
体

幹
表
層
筋
群
）
の
筋
肉
群
が
そ
れ
ぞ
れ

仕
事
を
し
て
支
え
て
い
ま
す
。
体
幹
深

部
筋
群
の
働
き
が
弱
く
な
る
と
体
幹
表

層
筋
群
、
い
わ
ゆ
る
背
中
や
腰
の
筋
肉

に
無
理
な
仕
事
が
加
わ
り
硬
く
な
っ
て

血
行
不
良
を
起
こ
し
、
疲
労
の
物
質
が

た
ま
り
神
経
を
刺
激
し
て
痛
み
を
誘
発

し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

体
幹
深
層
筋
群
は
腹
式
呼
吸
（
息
を

吐
く
と
き
に
お
腹
を
凹
ま
せ
る
）
で
鍛

え
ら
れ
ま
す
。
ま
ず
は
大
き
く
深
い
腹

式
呼
吸
を
意
識
的
に
実
施
し
て
み
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
お
腹
を
し
っ
か
り
凹

ま
せ
た
ま
ま
、
四
つ
這
い
で
片
手
を
上

げ
10
秒
保
持
す
る
運
動
は
体
幹
深
部
筋

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
し
て
と
て
も
有
効

で
す
。
凝
り
固
ま
っ
て
し
ま
っ
て
い
る

腰
背
部
の
筋
を
ほ
ぐ
す
た
め
骨
盤
を
前

後
左
右
に
動
か
す
、
ま
た
肩
を
左
右
交

互
に
下
げ
る
よ
う
動
か
す
運
動
も
効
果

的
で
す
。
た
だ
し
背
骨
を
固
定
し
て
い

る
手
術
を
受
け
て
い
る
場
合
や
、
す
べ

り
症
の
場
合
は
骨
盤
周
辺
を
動
か
す
よ

う
な
運
動
は
実
施
し
な
い
よ
う
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。



【対象外】
後期高齢者医療制度または介
護保険の自己負担額のいずれ
かがない場合

【支給外】
支給額が 500 円以下の場合

（※ 1）世帯全員が住民税非課
税である方

（※ 2）世帯全員が住民税非課
税であり、世帯全員の所得が
ない（公的年金収入のみの場
合、その受給額が 80 万円以
下）、または老齢福祉年金を
受給している方

　医療と介護の両方を利用している世帯の自己負担を軽減す
る制度で、同じ世帯の被保険者が 1 年間に支払った後期高齢
者医療制度および介護保険の自己負担額の合計が限度額を超
えた場合、その超えた額が後期高齢者医療制度および介護保
険から支給されます。
　なお、手続きには申請が必要になります。

■高額介護合算療養費

申請される方は、町住民生活課住民・国保グループまでお申し出ください。

後期高齢者医療制度 【問い合わせ】
町住民保健課国保グループ
☎ 73-7508

高額介護合算療養費と医療費通知

負担割合 区　分 自己負担額の
合計の基準額

3 割 現役並み所得者 67 万円

1 割

一　　般 56 万円

住民税
非課税世帯

区分Ⅱ ( ※ 1) 31 万円

区分Ⅰ ( ※ 2) 19 万円

■医療費通知を全受診者に送付します

◇自己負担限度額表
【1 年間の自己負担額の計算期間】8 月 1 日～翌年 7 月 31 日

◇医療費通知の活用

【イメージ図】
※この通知は皆さんの

受診状況をお知らせ
す る も の で、 請 求 書
ではありません。

　広域連合では被保険者の皆さんの医療費総額などをお知らせする
「医療費通知」を、対象期間に医療機関などを受診した全受診者に送

付します。なお、発行時期は 9 月と 3 月の年 2 回です。

○医療費の推移が一目でわかるため、ご自身の健康状態の把握や健康管理に活用できます。
○健康診査など、皆さんの健康保持・増進に役立つ情報が記載されています。
○診療日数などに間違いがないか確認しましょう。

受診年月 診療を受けた医療機関等 診療区分 日数 医療費総額 自己負担額
H30 年 1 月 ○○病院 医科外来 1 18,000 1,800
H30 年 2 月 ××薬局 調剤 1 10,000 1,000

合　　計 28,000 2,800

【イメージ図】

◇医療費通知の活用
○このお知らせは、医療費控除の申告手続で医療費の明細書として使用することができます。
○医療費控除の申告に関することは、税務署にお問い合わせください。

「緊急地震速報」を 【問い合わせ】
札幌管区気象台天気相談所
☎ 011-611-0170

見聞きしたら、まず身の安全を！
　「緊急地震速報」とは、地震の発生直後に、各地での強い揺れの到達時刻や震度を予想し、可能な
限り素早くお知らせする情報です。最大震度５弱以上の揺れが予想された場合に、震度４以上が予想
される地域に発表され、主にテレビやラジオ、携帯電話・スマートフォンを通じて伝えられます。
　緊急地震速報が発表されてから強い揺れが襲ってくるまでは、わずか数秒から数十秒しかありませ
んが、あらかじめ危険を回避する行動を取ることによって、身の安全を図ることができます。

【緊急地震速報を見聞きしたら】
①家庭では
○頭を保護し、じょうぶな机の下など安全な場所に避難する
○あわてて外へ飛び出さない
○無理に火を消そうとしない
②鉄道 ･ バスでは
○つり革、手すりにしっかりつかまる
③エレベーターでは
○最寄の階に停止させ、すぐに降りる
④屋外や街では
○看板や割れたガラスの落下、ブロック塀の倒壊に注意する
⑤自動車運転中は
○急ブレーキはかけず、ゆるやかにスピードを落とす
○ハザードランプを点灯し、周りの車に注意をうながす

【緊急地震速報を利用するときの注意】
　震源に近い場所では、緊急地震速報の発表が強い揺れに間に合わない場合があります。また、緊急
地震速報で予想する震度は±１階級程度の誤差を伴ったり、震源が観測点から遠い場合や深い場合は、
誤差が大きくなることがあります。

【地震に備える】
　地震の揺れに備えるために、住宅・建造物の耐震化や家具の耐震固定をするなど、室内に安全スペー
ス（物が落ちてこない、倒れてこない、移動しない空間）を作っておきましょう。
　また、気象庁では緊急地震速報の訓練を行なうための動画を、通信事業者では訓練用のスマートフォ
ンアプリを用意しています。これらのツールを利用して、テレビ・ラジオ、携帯電話・スマートフォ
ンの緊急地震速報の報知音を確認し、定期的に身を守る訓練をしましょう。

緊急地震速報の詳細については、気象庁ホームページをご覧ください。
https://www.data.jma.go.jp/svd/eew/data/nc/index.html
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栗山町 検索栗山町 検索

子
ど
も
た
ち
に
き
ね
と
う

す
を
使
っ
た
昔
な
が
ら

の
も
ち
つ
き
を
体
験
し
て
も
ら

お
う
と
、
親
子
も
ち
つ
き
の
集

い
が
11
月
９
日
、
角
田
の
開
拓

記
念
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
町

内
の
ハ
サ
ン
ベ
ツ
里
山
で
子
ど

も
た
ち
が
田
植
え
、
収
穫
し
た

も
ち
米
約
25
キ
ロ
を
用
意
。
蒸

し
上
が
っ
た
米
を
二
つ
の
う
す

力
合
わ
せ
て
ペ
ッ
タ
ン

親
子
も
ち
つ
き
の
集
い飲

酒
運
転
に
よ
る
悲
惨
な

事
故
を
未
然
に
防
ご
う

と
、
町
交
通
安
全
協
会
な
ど
関

係
機
関
が
12
月
17
日
、
夜
間
パ

ト
ロ
ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。
カ

ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
E
k
i
」

で
行
わ
れ
た
出
発
式
に
は
、
同

協
会
や
栗
山
警
察
署
な
ど
か
ら

18
人
が
参
加
。
大
塚
清
康
会
長

が「
飲
食
店
の
ご
協
力
の
も
と
、

飲
酒
運
転
根
絶
へ

交
通
安
全
協
会
が
パ
ト
ロ
ー
ル

飲
酒
運
転
根
絶
に
向
け
て
パ
ト

ロ
ー
ル
を
強
化
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
参
加
者
は
黄
色

い
た
す
き
を
身
に
着
け
て
町
内

の
飲
食
店
約
30
件
を
訪
問
。「
飲

酒
運
転
厳
罰
処
分
」
と
書
か
れ

た
の
ぼ
り
な
ど
の
啓
発
グ
ッ
ズ

を
手
渡
し
、
飲
酒
運
転
追
放
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。 

子
実
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
胚
乳

を
砕
い
て
、
粒
の
大
き
さ

ご
と
に
揃
え
た
地
元
食
材「
コ
ー

ン
グ
リ
ッ
ツ
」
の
調
理
を
学
ぼ

う
と
12
月
19
日
、
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
「
ス
キ
ッ
プ
」
で
レ

シ
ピ
教
室
が
開
か
れ
ま
し
た
。

一
般
財
団
法
人
栗
山
町
農
業
振

興
公
社
が
展
開
す
る
「
く
り
や

ま
農
業
女
性
塾
」
と
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
の
食
育
事
業
「
パ

ク
モ
グ
相
談
」
の
共
同
開
催
。

当
日
は
親
子
連
れ
な
ど
14
組
が

参
加
し
ま
し
た
。
料
理
研
究
家

話
題
の
地
元
食
材
を
調
理

コ
ー
ン
グ
リ
ッ
ツ
レ
シ
ピ
教
室

の
井
澤
綾
華
さ
ん
を
講
師
に
招

き
、
コ
ー
ン
グ
リ
ッ
ツ
を
生
地

に
使
っ
た
パ
ン
や
ト
ル
テ
ィ
ー

ヤ
な
ど
４
品
を
紹
介
。
ま
た
、

子
育
て
世
代
同
士
の
交
流
も
行

わ
れ
ま
し
た
。
で
き
上
が
っ
た

料
理
は
親
子
で
試
食
。
新
し
い

町
内
産
食
材
の
味
わ
い
に
会
場

に
は
笑
顔
が
溢
れ
ま
し
た
。
参

加
者
は
「
魅
力
的
な
食
材
で
も

活
用
の
仕
方
が
わ
か
ら
な
い
も

の
も
あ
る
。
簡
単
な
レ
シ
ピ
を

教
え
て
も
ら
え
る
の
は
う
れ
し

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

①スライドを使って説明する井澤さん②でき上
がった料理を試食

臼
に
入
っ
た
も
ち
に
向
か
っ
て
杵
を

力
強
く
振
り
下
ろ
す
生
徒

３
班
に
分
か
れ
、
年
末
年
始
の
飲
酒

運
転
根
絶
を
呼
び
か
け
る

①

②

に
入
れ
、
大
人
が
こ
ね
た
後
、

「
よ
い
し
ょ
、
よ
い
し
ょ
」
の

か
け
声
と
共
に
、
き
ね
を
持
っ

た
子
ど
も
た
ち
が
交
代
で
つ
き

あ
げ
ま
し
た
。
で
き
あ
が
っ
た

も
ち
は
、
石
臼
で
大
豆
を
ひ
い

て
作
っ
た
き
な
粉
を
ま
ぶ
し
た

り
、
あ
た
た
か
い
雑
煮
に
し
た

り
し
て
、
集
ま
っ
た
約
80
人
に

振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

まちの話題では、町内の行事や出来事を紹介しています。
広報に掲載できなかった話題は町ホームページに掲載しています。

【URL】http://www.town.kuriyama.hokkaido.jp/

町
立
北
海
道
介
護
福
祉
学

校
で
11
月
29
日
、
福
祉

先
進
国
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
交
換

留
学
に
派
遣
さ
れ
た
学
生
に
よ

る
報
告
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
校
２
年
の
一
條
彩
花
さ
ん
、

笹
谷
旺
岐
さ
ん
、
仁
岸
利
緒
さ

ん
、
山
川
昂
平
さ
ん
は
15
日
間

に
わ
た
る
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の

カ
ヤ
ー
ニ
市
に
あ
る
カ
イ
ヌ
ー

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
の
体
験
を
報
告

北
海
道
介
護
福
祉
学
校

栗山町 検索栗山町 検索

小
中
学
生
の
絵
な
ど
を
集

め
た
「
く
り
山
の
子
ど

も
作
品
展
」
が
12
月
５
日
か
ら

11
日
ま
で
の
６
日
間
、
カ
ル

チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
E
k
i
」
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
町
教
育
振

興
会
の
主
催
。
町
内
の
小
中

学
校
４
校
の
子
ど
も
た
ち
が

描
い
た
水
彩
画
や
習
字
な
ど

約
6
0
0
点
が
並
び
ま
し
た
。

町
内
の
20
代
を
中
心
と
し

た
若
手
農
業
者
で
つ
く

る
栗
山
町
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
主
催
の

町
内
産
ゆ
め
ち
か
ら
を
使
っ
た

手
打
ち
う
ど
ん
教
室
が
町
内
３

小
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
町

内
の
小
学
生
に
地
域
農
業
へ
の

理
解
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
同

ク
ラ
ブ
会
員
が
指
導
し
、
毎
年

開
催
。
12
月
８
日
は
角
田
小
学

ン
職
業
学
校
で
の
授
業
や
障
が

い
者
就
労
支
援
施
設
、
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
で
の
実
習

を
体
験
。
報
告
会
に
集
ま
っ
た

町
民
約
20
人
を
前
に
動
画
と
ス

ラ
イ
ド
を
使
っ
て
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
の
介
護
の
様
子
や
文
化
・
習

慣
な
ど
を
報
告
し
ま
し
た
。

く
り
っ
子
の
力
作
が
並
ぶ

児
童
生
徒
作
品
展

６
日
に
会
場
を
訪
れ
た
角
田
小

学
校
の
児
童
51
人
は
、
自
分
た

ち
の
作
品
を
見
つ
け
て
大
喜

び
。
ま
た
、
他
校
の
作
品
に
も

関
心
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。
水

彩
画
を
描
き
上
げ
た
児
童
会
長

の
周
田
俊と

し
な
り誠

さ
ん
は
「
他
校
の

人
の
作
品
を
見
る
と
奥
行
き
を

使
う
の
が
上
手
だ
な
思
い
ま
し

た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

地
産
地
消
を
学
ぶ

４
Ｈ
ク
ラ
ブ
手
打
ち
う
ど
ん
教
室

校
の
児
童
44
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
は
じ
め
に
小
麦
粉
と
塩
水

を
入
れ
た
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
振
っ

て
、
生
地
づ
く
り
。
作
っ
た
生

地
を
寝
か
せ
て
い
る
間
に
、
食

料
と
小
麦
の
学
習
を
30
分
ほ
ど

実
施
し
た
後
、
棒
で
薄
く
延
ば

し
、麺
切
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

長
さ
や
太
さ
が
違
う
個
性
的
な

麺
が
で
き
上
が
り
ま
し
た
。

周
田
児
童
会
長
の
作
品
を
観
賞
す
る

角
田
小
の
児
童

４
Ｈ
ク
ラ
ブ
の
篠
田
雄
太
会
長
か
ら

生
地
づ
く
り
を
学
ぶ
児
童

①

②

①動画とスライドを
使って発表
② 1 人ずつマイクを
持ち説明
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出初めはしごのり
出初め式

栗山消防団

　町民の皆様、あけましておめでとうござい
ます。
　昨年は皆様のご協力により火災を最小限にく
い止めることができました。心から感謝申し上
げます。本年も火災のない安全で安心なまちづ
くりのため栗山消防団一丸となり無火災を目標
に努力いたしますので、ご支援ご協力をお願い
申し上げます。
　第一分団では本年も町内の無火災を願い、栗
山市街地におきまして恒例の「はしごのり」を
行いますので皆様のご声援をお願いします。

栗山消防団　団長　鈴木 英雄

出初めはしごのり　9：45 ～
9：45 ～　元中西外科医院 ( 餅まき )

10：05 ～　三勝前
10：15 ～　K.KITANO・元岡嶋商店前 ( 餅まき・和太鼓 )
10：30 ～　幸寿恵前
10：50 ～　元２区駐車場
11：00 ～　ストアーやまかね東側 ( 餅まき・和太鼓 )
11：20 ～　山崎建設・石田鉄工所前
11：30 ～　役場前 ( 和太鼓 )
11：45 ～　消防署前

※時間は前後する場合があります。

出初め式　13：00 ～
【行　進】  　栗山消防団庁舎前を出発し、

　　　　  　駅前通りを行進します。
【式　典】　  カルチャープラザ「Eki」

【問い合わせ】　南空知消防組合消防署 ☎ 72-0150

【登梯員】
第一分団   ：    仲井 浩祐・西岡 政則・森　 茂樹・
　　　　　　田中 成明・渡部 将太・
　　　　　　諸橋 輝之・渡邉 匡哉

【纏隊員】
第一分団   ：    石田 尚久・鈴木 孝志・山崎 崇朗・
　　　　　　岡村 辰吾・金谷 拓実

１６㈰
　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
私
は
、
一
般
社
団
法
人

栗
山
青
年
会
議
所
２
０
１
９
年
度
理

事
長
を
拝
命
し
ま
し
た
山
形
智
信

で
す
。

　

平
成
の
御
代
替
わ
り
に
よ
り
新
た

な
時
代
の
幕
開
け
を
迎
え
る
本
年
、

栗
山
青
年
会
議
所
も
創
立
50
周
年
を

迎
え
、
先
輩
諸
氏
が
築
き
上
げ
て
き

た
歴
史
・
伝
統
・
想
い
を
通
し
、
現

役
メ
ン
バ
ー
一
同
創
始
の
精
神
に

対
し
意
義
深
さ
を
感
じ
る
と
と
も

に
、
関
わ
り
を
い
た
だ
い
た
皆
様
に

深
甚
な
る
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

さ
て
、
２
０
１
９
年
度
メ
ン
バ
ー

一
丸
と
な
り
こ
の
地
域
に
新
た
な
活

力
を
創
造
す
る
た
め
に
、
ス
ロ
ー
ガ

ン
を
「
我
む
す
ひ　

照
ら
せ
未
来
へ

の
道
」
と
し
ま
し
た
。

　

日
本
人
が
古
来
よ
り
培
っ
て
き
た

結む
す
び

は
新
た
な
生
命
の
誕
生
を
意
味

し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
満
ち
あ
ふ
れ
た

精
神
で
あ
り
ま
す
が
、
今
日
ま
で
ふ

る
さ
と
を
築
き
上
げ
て
き
た
先
達
は

ど
ん
な
困
難
に
直
面
し
て
も
明
る

い
豊
か
な
地
域
を
創
造
す
る
た
め

こんにちは！　私たち栗山青年会議所ですVOL.85

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

に
挑
戦
を
繰
り
返
し
て
き
ま
し
た
。

今
を
生
き
る
我
々
青
年
も
同
様
に
、

ふ
る
さ
と
で
営
む
価
値
を
さ
ら
に

高
め
る
べ
く
未
来
を
照
ら
す
行
動

を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

２
０
１
９
年
度
は
６
つ
の
事
業

と
創
立
50
周
年
を
軸
に
、
常
に
若

者
ら
し
く
新
た
な
価
値
の
創
造
に

向
け
て
挑
戦
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
栗
山
青
年
会
議
所

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ま
お
い
」

に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
覧

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

栗
山

星　
洋
子
（
ほ
し　
よ
う
こ
）

１
級
Ｆ
Ｐ
技
能
士
、
２
級
Ｄ
Ｃ
プ
ラ

ン
ナ
ー
。
一
般
企
業
で
10
年
以
上
経

理
・
総
務
業
務
に
従
事
し
な
が
ら
、

自
身
の
家
計
の
見
直
し
の
た
め
に
Ｆ

Ｐ
の
資
格
を
取
得
。
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン

を
提
案
す
る
独
立
型
Ｆ
Ｐ
と
し
て
セ

ミ
ナ
ー
講
師
、
相
談
業
務
な
ど
を
中

心
に
活
躍
中
。

　

マ
ネ
ー
ク
イ
ズ
で
す
。

「
子
ど
も
が
お
友
達
の
家
で
遊
ん
で

い
る
と
き
に
、
誤
っ
て
そ
の
お
宅
の

物
を
壊
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の

場
合
の
修
理
代
を
賠
償
で
き
る
保
険

は
、
次
の
う
ち
ど
れ
で
し
ょ
う
」

①
子
ど
も
保
険

②
個
人
賠
償
責
任
保
険

③
自
動
車
保
険

　

答
え
は
②
で
す
。

　

個
人
賠
償
責
任
保
険
（
保
険
会
社

に
よ
っ
て
名
称
は
そ
れ
ぞ
れ
）
は
、

日
常
の
生
活
に
お
い
て
、
う
っ
か
り

人
に
ケ
ガ
を
さ
せ
た
り
、
他
人
の
物

を
壊
し
た
り
し
た
と
き
な
ど
、
偶
発

的
な
事
故
に
よ
る
損
害
賠
償
責
任
を

負
っ
た
と
き
に
備
え
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
が
普
段

乗
っ
て
い
る
自
転
車
で
の
事
故
は
、

被
害
者
に
な
る
こ
と
も
加
害
者
に
な

る
こ
と
も
あ
り
得
ま
す
。

　

過
去
に
は
自
転
車
事
故
に
よ
り
相

手
側
が
重
篤
な
状
態
に
な
っ
た
場
合

で
、
数
千
万
円
以
上
と
い
う
高
額
な

賠
償
請
求
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
と
き
に
個
人
賠
償

個
人
賠
償
責
任
保
険
に
つ
い
て

　お金のおはなし　万一の時のお金の心構え 

保
険
が
役
に
立
ち
ま
す
。

　

こ
の
保
険
は
一
般
的
に
は
火
災
保

険
や
自
動
車
保
険
に
「
特
約
」
で
加

入
し
ま
す
。
す
で
に
加
入
し
て
い
る

場
合
も
あ
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
保
険

証
券
を
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

特
約
保
険
料
は
、月
に
数
百
円（
補

償
内
容
に
よ
る
）
で
、
通
常
は
世
帯

主
が
加
入
す
る
と
そ
の
家
族
も
補
償

対
象
に
な
り
ま
す
。

　

保
険
金
額
は
そ
の
商
品
に
よ
っ
て

５
千
万
円
、
１
億
円
、
無
制
限
な
ど

さ
ま
ざ
ま
で
す
か
ら
、
加
入
の
際
に

は
補
償
さ
れ
る
内
容（
免
責
額
な
ど
）

と
、
補
償
額
の
確
認
も
必
要
で
す
。

No.18
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【おもちゃを片付けてほしい・・・】
「ちゃんと片付けなさい」ではなく、「箱に入れてね」とか「棚に並べてね」など。
【みんなで使う遊具の順番を守ってほしい】・・・
「もう少し待ちなさい」ではなく、「○○ちゃんの次だよ」とか「△番目だよ」など。

　具体的にわかりやすい言葉で伝えてあげると、子どもは先の見通しを持って行動することができる
ようになります。そして、よい行動をした時はすぐにほめてあげることも大切です。

【おもちゃを片付けることができた・・・】
「上手にできたね、お片付けしてくれたから部屋がキレイになったよ」
【順番を守ることができた・・・】
「えらかったね、待つことができたからお友だちと仲良く遊べたね」

　ほめる時は〝あなたの行動で助かった〟という伝え方で子どもを認めてあげましょう。人に認めら
れることは自尊感情や自己肯定感を育てることにもつながります。
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【注意】
不在通知のSMS（ショートメール）

　大手宅配業者をかたり「不在通知」「出荷
完了」などの件名で、ショートメールを送り、

「荷物のお届けにあがりましたが、不在のた
め持ち帰りました。下記によりご確認くだ
さい。http:// ○○○○～～」などと書かれ
た URL にアクセスすると、偽サイトに接続
され、コンピューターウイルスに感染する
などの被害が相次いでいます。

消費生活消費生活消費生活横断質横断質相談室 です

　認知症は特別な病気ではなく誰にでも起こる
可能性があります。オレンジカフェは介護に不
安がある方、地域の方が気軽に集まり、抱えて
いる悩みなどを話できる、「憩いの場」です。ど
なたでも参加可能ですので、お気軽にお越しく
ださい。
　１月のテーマは「こんな時どうする？認知症
介護の現場」です。今回は現場で行っている介
護方法について具体例をあげながら紹介します。
認知症の方と接する際のヒントとなればと考え
ています。ぜひ、ご参加ください！

【日　時】　
　1 月 16 日㈬　13：30 ～ 15：00

【場所・問い合わせ】
　ガーデンハウスくりやま　
　☎ 72-2600

オレンジカフェオレンジカフェオレンジカフェ
を開設を開設を開設

　
　

【日　時】 1 月 18 日㈮
　　　　   13：00 ～ 16：00

【場　所】 総合福祉センター「しゃるる」
【内　容】

 　札幌弁護士会所属弁護士による法律相談
【申込方法】事前に電話で予約（定員 6 人）
【申込先・問い合わせ】

　町社会福祉協議会  ☎ 72-1322

無料法律相談無料法律相談無料法律相談

◎個人情報を悪用される恐れがあるのでURL へ
アクセスすることはやめましょう。

◎個人情報を盗み取られるだけでなく、多数の
人へ同じSMS が発信されることや、本人にな
りすましてネットで買い物をされ、代金を請
求されることもあるので十分に注意しましょ
う。

◎通信販売で商品を購入したなど心当たりがあ
る場合は直接事業者へ問い合わせて確認しま
しょう。

◎ 困 っ た と き
は、南空知消
費 生 活 相 談
室 に ご 連 絡
ください。

【ひとこと助言】

南空知消費生活相談室

勤労者
福祉センター

毎週
月・木曜日

13：00
～ 16：00

☎ 72-3581
毎月
第 2・4 水曜日

13：00
～ 15：00

という名の家族

子どもがキラキラ育つまち

【問い合わせ】　
　町福祉課福祉・子育てグループ
　☎ 73-2222

これらは子どもを注意する時によく使われる言葉です。しかし、子どもにはどれも
曖昧でわかりづらい言葉です。「ちゃんとって何？」「いいかげんってどんなかげ
ん？」と、注意されながら思っているかもしれませんね。頭ごなしに命令するのは
簡単ですが効果的ではありません。何をすれば良いかを肯定的表現を使って伝えま
しょう。

ご存知ですか？

「
ゆ
き
」

　

今
シ
ー
ズ
ン
初
め
て
た
く

さ
ん
雪
が
積
も
っ
た
日
の

朝
、３
歳
の
娘
Ｍ
ち
ゃ
ん
が
、

起
き
て
く
る
な
り
「
朝
ご
は

ん
を
食
べ
な
い
で
雪
遊
び
が

し
た
い
」
と
ご
ね
て
大
変
で

し
た
。
そ
の
日
は
た
く
さ
ん

雪
遊
び
を
し
て
ご
き
げ
ん
‼

大
き
な
雪
だ
る
ま
を
二
つ
作

り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
し
ば
ら
く
雪
は

降
ら
ず
、
暖
か
い
日
が
続
い

て
、
周
り
の
雪
も
作
っ
た
雪

だ
る
ま
も
す
っ
か
り
溶
け
た

頃
、「
ね
え
、
今
度
は
い
つ

雪
が
遊
び
に
来
て
く
れ
る

の
？
」と
、Ｍ
ち
ゃ
ん
に
と
っ

て
雪
は
空
か
ら
遊
び
に
来
て

く
れ
る
存
在
の
よ
う
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　

マ
マ
よ
り

お
し
ゃ
べ
り
ボ
ッ
ク
ス

新コーナー

皆
さ
ん
か
ら
の
投
稿
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
！

　

お
子
さ
ん
と
の
な
に
げ
な

い
会
話
や
思
わ
ず
笑
っ
て
し

ま
っ
た
お
子
さ
ん
の
行
動
な

ど
、
ほ
っ
こ
り
す
る
も
の
や

お
も
し
ろ
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

～子どもの心に届く伝え方～
「早くしなさい」 「ちゃんとしなさい」 「いいかげんにしなさい」

　

全国一斉生活保護 110 番
　釧路青年司法書士協議会および全国青年司法書
士協議会は、市民の権利擁護のために活動する若
手司法書士による団体であり、今回はこの活動の
一環として、生活保護に関する全国一斉の無料相
談会を開催します。

【日　時】 1 月 27 日㈰　10：00 ～ 16：00
【専用電話番号】☎ 0120-052-088



　
働
い
て
い
る
調
理
師
の
皆
さ
ん
へ 

　
　

調
理
師
法
に
よ
り
、
調
理
業
務

に
従
事
し
て
い
る
調
理
師
の
方
を

対
象
に
、
２
年
ご
と
に
、
12
月
31

日
現
在
の
調
理
従
事
場
所
等
を
届

け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め

ら
れ
て
お
り
、
今
年
は
届
出
の
必

要
な
年
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　

届
出
が
必
要
な
方
と
は
、
次
の

施
設
、
店
舗
で
調
理
の
業
務
に
従

事
し
て
い
る
調
理
師
で
す
。

◆
届
け
出
が
必
要
な
調
理
師
の
方

◇
寄
宿
舎
、
学
校
、
病
院
、
事
業
所
、

社
会
福
祉
施
設
、
介
護
老
人
保
健

施
設
、
矯
正
施
設
、
そ
の
他
多
数

人
に
飲
食
物
を
調
理
し
て
供
与
し

て
い
る
施
設

◇
飲
食
店
営
業
、
魚
介
類
販
売
業
、

そ
う
ざ
い
製
造
業

　
　

届
け
出
は
、
あ
な
た
が
働
い
て

い
る
地
域
を
担
当
区
域
と
し
て
い

る
一
般
社
団
法
人
北
海
道
全
調
理

師
会
各
支
部
に
平
成
31
年
1
月
15

日
ま
で
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
届
出

も
可
能
で
す
。
次
の
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
ア
ド
レ
ス
（https://www.

harp.lg.jp/SksJum
inW

eb/
EntryForm

?id=uSEbFakL

）

か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
.

く
ら
し

※
届
出
用
紙
は
、
一
般
社
団
法
人
北

海
道
全
調
理
師
会
各
支
部
、
岩
見

沢
保
健
所
（
空
知
総
合
振
興
局
保

健
環
境
部
保
健
行
政
室
）、
由
仁

支
所
（
由
仁
地
域
保
健
支
所
）
に

備
え
て
あ
り
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

岩
見
沢
保
健
所

　

☎
０
１
２
６
（
２
０
）
０
１
１
６

　

競
売
の
お
知
ら
せ

　
　

栗
山
消
防
団
第
二
分
団
第
二
部

車
更
新
に
伴
い
、
旧
車
両
お
よ
び

小
型
動
力
ポ
ン
プ
を
競
売
し
ま
す
。

◆
日　
　

時

◇
車
両

　

1
月
25
日
㈮　

午
前
10
時
～　

◇
小
型

　

1
月
25
日
㈮　

午
前
10
時
20
分
～

◆
場　
　

所　

　

消
防
本
部
２
階
小
会
議
室

◆
入
札
資
格

　

物
件
説
明
期
間
内
に
公
有
物
件
を

直
接
確
認
さ
れ
た
方
に
限
る

◆
物
件
説
明
期
間

　

1
月
7
日
㈪
～
18
日
㈮

　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

◆
競
売
物
件　

◇
車
両

　

昭
和
62
年
製
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

Ｃ
Ｄ
‐
Ⅱ
型　

◇
小
型

　

平
成
６
年
製　

シ
バ
ウ
ラ
Ｅ

４
４
０
Ｃ　

◆
問
い
合
わ
せ

　

南
空
知
消
防
組
合
消
防
署

　

☎
�
０
１
５
０

　

初
め
て
の
タ
イ
ル
DE 

か
ざ
り

コ
ー
ス
タ
ー

　
　

色
と
り
ど
り
の
タ
イ
ル
を
使
っ

て
コ
ー
ス
タ
ー
を
作
り
ま
す
。
冬

休
み
の
自
由
研
究
に
い
か
が
で
す

か
？

◆
日　
　

時

　

１
月
10
日
㈭

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時
半

◆
場　
　

所　

　

く
り
や
ま
ク
リ
エ
イ
タ
ー
ズ
マ
ー

ケ
ッ
ト
（
北
洋
銀
行
向
い
）

◆
料　
　

金　
　

　
７
０
０
円
～
２
０
０
０
円

催

し

く
ら
し

催
　
し

試
　
験

※
使
用
す
る
材
料
に
よ
っ
て
金
額
が

変
わ
り
ま
す
。

◆
対
象
年
齢

　

小
学
１
年
生
か
ら
大
人
ま
で

◆
講　
　

師

　

I
R
O 

S
P
A
C
H
I
（
い
ろ 

す
ぱ
ち
）
主
宰 

y
u
n
k
o 

様

◆
申
込
方
法

　

当
日
く
り
や
ま
ク
リ
エ
イ
タ
ー
ズ

マ
ー
ケ
ッ
ト
店
頭
で
受
け
付
け

◆
問
い
合
わ
せ

　

栗
山
で
つ
な
が
る
く
り
エ
イ
テ
ィ

ブ
の
輪　

代
表　

腰
本

　

☎
０
９
０（
7
1
3
5
）９
９
７
０

ま ち の i
n

f o r
m

a t i
o

月 n 1
January

　

第
15
回
K
U
R
I
Y
A
M
A

　
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
（
５
人
制
）

◆
月　
　

日　
２
月
３
日
㈰

◆
場

所　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

◆
対

象　

中
学
生
以
上
の
町
内

在
住
の
方
、
ま
た
は
町
内
勤
務
の

方
で
構
成
さ
れ
た
チ
ー
ム

◆
参
加
料

･
協
会
登
録
チ
ー
ム　
５
0
0
0
円

･
未
登
録
チ
ー
ム　
　
８
0
0
0
円

◆
申
込
期
限　
１
月
14
日
㈪

◆
監
督
会
議
・
抽
選
会

・
日
時

　
１
月
16
日
㈬　

午
後
７
時
～　

※
参
加
チ
ー
ム
は
必
ず
出
席
し
て
く

　　　　　　労使一体となって計画的に年次有給休暇の取得を

　    　　「仕事休
やす

もっ化計画」
　　     　　　年次有給休暇「計画的付与制度」を導入しましょう
　仕事はチームで行い、チームの中で情報共有を図ることで休みやすい環境にしましょう。また、
土日・祝日にプラスワン休暇して連続休暇にしましょう。
※詳しくは、北海道労働基準監督署のホームページをご覧ください。
　北海道労働基準監督署（http://work-holiday.mhlw.go.jp/）

この冬
実践！

【問い合わせ】
　町住民保健課住民グループ  ☎ 73-7509

国 民 年 金
２０歳になったら国民年金

　国民年金は、老後の暮らし、病気や事故で障が
いが残ったとき、家族の働き手が亡くなったとき
に、働いている世代みんなで支えようという考え
で作られた仕組みです。20 歳以上 60 歳未満の方
は加入することが義務付けられています。
　20 歳になったら、忘れずに国民年金の加入手
続きをしましょう。

〇国民年金のポイント
・将来の大きな支えになります
　国民年金は 20 歳から 60 歳までの方が加入し、
保険料を納める制度です。
　国が責任をもって運営するため、年金の給付
は生涯にわたって保障されます。

・老後のためだけのものではありません
　国民年金は老齢年金のほか、障害年金や遺族
年金もあります。障害年金は病気や事故で障が
いが残ったときに受け取ることができます。ま
た、遺族年金は加入者が死亡した場合、その加
入者により生計を維持されていた遺族（「子のあ
る配偶者」や「子」）が受け取ることができます。

〇「学生納付特例制度」と「納付猶予制度」
・学生納付特例制度
　学生の方は一般的に所得が少ないため、ご本
人の所得が一定以下の場合、国民年金保険料の
納付が猶予される制度です。
　対象となる学生は、学校教育法に規定する大
学、大学院、短期大学、高等学校、高等専門学校、
専修学校および各種学校（修業年限 1 年以上で
ある課程）、一部の海外大学の日本分校に在学す
る方です。

・納付猶予制度
　学生でない 50 歳未満の方で、ご本人および配
偶者の所得が一定額以下の場合に国民年金保険
料の納付が猶予される制度です。

【
消
防
よ
り
】
ポ
ン
プ
車
両
を
更
新

　

栗
山
消
防
団
第
二
分
団
第
二

部
に
11
月
21
日
、
新
型
の
消
防

車
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
新
車

両
は
大
幅
な
軽
量
化
が
図
ら

れ
、
総
重
量
５
０
０
０
キ
ロ
グ

ラ
ム
未
満
と
な
り
、
普
通
運
転

免
許
で
の
運
転
が
可
能
。 

ま
た
、

オ
ー
ト
マ
チ
ッ
ク
ミ
ッ
シ
ョ
ン

（
Ａ
Ｔ
）
と
な
り
、
バ
ッ
ク
ア
イ

モ
ニ
タ
ー
や
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー

ダ
ー
を
装
備
し
、
悪
路
走
破
性

の
高
い
４
輪
駆
動
方
式
と
な
っ

て
い
ま
す
。  

導入された新型の消防車

だ
さ
い
。

・
場
所　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

栗
山
サ
ッ
カ
ー
協
会　

住
友

　

☎
０
９
０（
８
９
０
６
）５
８
４
１

　

陸
上
自
衛
隊
第
７
音
楽
隊

　
定
期
演
奏
会

◆
日　
　

時

　
３
月
９
日
㈯

　

開
演　

午
後
６
時
～

　
（
開
場　
５
時
半
～
）

◆
場　
　

所

　

北
広
島
市
芸
術
文
化
ホ
ー
ル

　
（
花
ホ
ー
ル
）

◆
入
場
料

　

無
料

◆
詳　
　

細

　

第
７
師
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

・http://www.m
od.go.jp/gsdf/

nae/7d/event.htm
l

◆
問
い
合
わ
せ

　

陸
上
自
衛
隊
第
７
師
団 
広
報
・

渉
外
班

　

☎
０
１
２
３
（
２
３
）
５
１
３
１

　

内
線
２
２
４
７
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北方領土の日

北方領土返還の早期実現を

【問い合わせ】町総務課総務グループ   ☎ 72-1111

２月７日は １月 21 日㈪から２月
20 日㈬まで、役場旧
庁舎ロビーに署名コー
ナーを設置します。



　

平
成
31
年
度
北
海
道
障
害
者
職
業

能
力
開
発
校
入
校
生
の
追
加
募
集

　
　

国
立
北
海
道
障
害
者
職
業
能
力

開
発
校
で
は
、
休
職
中
の
障
が
い

者
の
入
校
生
（
訓
練
期
間
１
年
ま

た
は
２
年
間
）
の
追
加
募
集
を
し

て
い
ま
す
。

　
　

詳
し
く
は
、
当
校
ま
た
は
最
寄

り
の
公
共
職
業
安
定
所
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
受
付
期
間

　
１
月
20
日
㈰
ま
で

◆
問
い
合
わ
せ

ま ち の i
n

f o r
m

a t i
o

月 n 1
January

水道料金の支払いは大丈夫？
　水は、皆さんにお支払いただく水道料金によっ
て給水、維持されています。
　このことから、料金の納付が滞った場合は、
やむを得ず給水停止とさせていただいています。
　料金に未納がないか、今一度ご確認いただき、
水道の給水、維持にご理解とご協力をお願いし
ます。

【問い合わせ】
町上下水道課上下水道グループ　☎ 73-7514

水道料金の支払い方法
　支払方法には 2 つの方法がありますが、納め
忘れがなく便利な「口座振替」をおすすめします。
＜口座振替＞
　検針の翌月 10 日に、ご指定の口座より自動振
替となります。残高不足などにより振替できな
かった場合は、再度口座振替はしません。「振替
不能のお知らせ」をお送りしていますので、同
封の納入通知書でお支払ください。口座振替の
申し込みは、町上下水道課、各金融機関、郵便
局でお願いします。
＜窓口納付＞
　毎月末に郵送されます納入通知書で各窓口、
コンビニエンスストア、各金融機関で納付して
ください。納期限は翌月 10 日です。期日までに
支払いをお願いします。

みんなの

水 道

納税は便利な口座振替を
ご利用ください

1 月 31 日（木）

町税納期限

納 税 に 関 す る 相 談町税務課課税グループ ☎ 7 3 - 7 5 0 5 町税務課収納グループ ☎ 7 3 - 7 5 0 6課税内容に関する問い合わせ

全てコンビニで
納付ができます

介 護 保 険 料　　　　　⑦期

後期高齢者医療保険料　　　⑦期

国 民 健 康 保 険 税　　　　　⑦期 }
納 税 に 関 す る 相 談町税務課課税グループ ☎ 7 3 - 7 5 0 5 町税務課収納グループ ☎ 7 3 - 7 5 0 6課税内容に関する問い合わせ
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書初め展～出村太幹書道教室～
【期　間】1 月 23 日㈬～ 31 日㈭

大好評！手打ちそばの日（毎週金曜日）
【日　程】1 月 11 日・18 日・25 日

※ 30 食限定で無くなり次第終了となります。
ホール・会議室ご利用のご案内
　サークルや各種団体など、商品の展示会などご利用
をお待ちしております。まずはお気軽にご相談くださ
い。

【問い合わせ】
 　まちの駅　「栗夢プラザ」
　☎ 73-5515　Fax 73-5535
　開館時間  10：00 ～ 17：00

1 月のイベント

栗夢プラザ栗夢プラザ栗夢プラザまちの駅
KURIMU PLAZA

く
ら
し

催
　
し

試
　
験

大募集
平成 30 年 5 月 1 日以降に

栗山町内で撮影された写真を
ご応募ください。

住所年齢問わず誰でも応募可能
グランプリには２万円相当の

町特産品を贈呈！こども賞アリ！
詳しくは町ホームページまで

 【問い合わせ】町建設課技術グループ 
                             ☎ 73-7513

平成 31 年 5 月 31 日㈮

第 5 回
くりやま景観フォトコン

作品募集中

町内の景観写真【締　切】
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117,819,489 円
平成 30 年度栗山町ふるさと応援寄附金
4/1 ～ 11/30 の総数

9,480 件

ご厚意ありがとうございます。

【問い合わせ】町経営企画課地域政策グループ
　　　　　　  ☎ 73-7502

マチイロに関する問い合わせは株式会社ホープ（☎092-716-1404）まで

行政情報アプリ「マチイロ」が
スマートフォンで見られます  !!

募

集



Kuriyama town
11 月 16 日～ 12 月 15 日届出

戸籍のまど

住所 氏名 月日 保護者名

杵 臼 南部　由依 11/30 雅志・美都子
松風 4 武岡　柊花 11/30 真吾・雅美
中央 4 成田龒之介 12/11 航矢・美里

おめでた （敬称略）

ご厚意

くりのさとへ
金一封 北野　隆春さん（桜丘 2）
物　品 小泉　　修さん（中央 4）

慰　問
月見草の会（高橋　澄子　会長）
傾聴ボランティア（日原富士子　会長）

泉徳苑・一草庵へ

ボランティア
太田　欣仁さん（松風 2）
ケーナの会

寄　附
カインドネスシオミ薬品、
エスケイアイファーマシーなの花薬局
JA そらち南コポロの会

住所 氏名 年齢 月日 世帯主

角 田 荒山　健治 87 11/15 本 人
富 士 池川　　保 86 11/16 本 人
継 立 鵜川　　孝 85 11/21 本 人
中央 3 吉岡　シゲ 90 11/25 本 人
角 田 小泉　和子 64 11/23 正
朝日 4 谷山　城一 72 11/28 本 人
朝日 4 橋元　　清 69 12/4 本 人
中央 1 今井　せつ 88 12/4 本 人
桜丘 1 石田フサ子 80 12/4 本 人
中央 4 川原眞由美 68 12/9 春 信
角 田 菊地ミチヱ 83 12/13 本 人
松風 3 小室　雅裕 63 12/13 夛 津

おくやみ （敬称略）

人　口　　11,834人   （－15）
　男　　 5,485 人   （－15）
    女　   6,349 人   （±0）
世帯数　　  5,881 世帯 （－5）
※12月1日現在、（　）内は前月比です。

人のうごき

社会福祉協議会へ
金一封 ぽけっと・くらぶ（長沼町）

物　品
桂　敏子さん（中央 3）
北海道コカ・コーラボトリング株式
会社

【いのしし年（亥年）生まれの人って ??】
　辛抱強く根性があり、自我をしっかり持っているので、
何事もしっかりとやり遂げます。自分の意見もしっかり
持っているので、はっきり述べる傾向があり、頑固な一
面もあるそうです。また、神経質で心配性、飽きやすい
部分もありますが、人に好かれやすく、さっぱりしてい
るので、友人がたくさんいます。

【亥という字の成り立ちは ??】
　亥という字は獣（一説ではイノシシ）の象形文字で、
骸
なきがら

、核
た ね

の字のように、骨格の表れるような形のものをい
い、亥という字が生まれたそうです！

だより栗山公園
今年の干支 「いのしし」 のおはなし

2019 年 1 月号 Vol.130

【問い合わせ】
　栗山公園案内所　☎ 72-0706
　指定管理者　たかはしダリア

［最新情報を簡単アクセス］
　URL　http://t-daria.com/parktop

※ QR コードは「株
式会社デンソー
ウェーブ」の登
録商標です。

　あけましておめでとうございます。本年も
よろしくお願いします。

初心を忘れずに！
　町民の皆さん、あけましておめでと
うございます。
　昨年 4 月 12 日に町長に就任し、早
や 9 カ月を迎えようとしています。
　就任時の所信表明で、「私に託され
た 4 年間、家族である町民皆さんに何
かあれば真っ先に駆けつけ、頑張って
いる方がいれば激励に向い、何かを成
し遂げようとするときにはいっしょに
汗を流す、そのような町長でありたい」
と申し述べ、今日まで勤めてきました。
　これからも、その初心を忘れずに、
力の限り頑張ってまいります。

　さて、今年の干支は、60 年に一度
の「己亥（つちのと・い）です。
　亥年であるからと言って、やみくも
に猪突猛進するのではなく、しっかり
と準備をして、どこで勝負をかけるの
かを考える年と言われています。
　今、本町は、日赤病院の改築問題、
栗山高校と介護福祉学校の存続問題、
駅前商店街の活性化問題、スキー場の
存続問題など直面する町政課題を抱え
ています。
　町民皆さんや関係者の皆さんと、しっ
かりと議論を行い、熟慮を重ね、一つ
ひとつの課題に対し、町の将来に責任
ある結論を導き出してまいります。

　昨年 12 月 18 日に、栗山高校の皆
さんに「栗山の魅力・ブランドを活か
したまちづくり」という演題で講演を
行いました。私の方から、栗山の魅力・

今後のまちづくり・栗山が直面する町
政課題についてお話しし、栗山高校の
皆さんには、これらのことを「知る権
利」があると同時に、まちづくりの一
員として「知る義務」があることをメッ
セージとして伝えました。
　その後、生徒会の皆さんと「栗山高
校の魅力づくり」などについて意見交
換を行い、「地域とのつながりや交流
を大切にしていきたい」という若者ら
しい率直な意見をいただきました。
　来年以降も、年に一度は、次代を担
う栗山高校の皆さんと、まちづくりに
ついて意見交換する機会を設けていき
たいと思います。

　昨年の 7 月から、このコラム「こち
ら町長室」を書き始めて、今回で第 7
号となりました。
　拙文ではありますが、これからも、
私の町長としての活動や考え方、旬な
話題などについて、町民の皆さんにお
伝えしてまいります。
　本年も、どうぞよろしくお願いいた
します。
　　　　　　　栗山町長　佐々木　学

講師として、栗山高校の生
徒に今後の町政課題など
を伝える（12 月 18 日）

こちら
町長室

飲酒運転追放パトロール
で町内の飲食店に協力を
呼びかけ（12 月 17 日）

歳末警戒パトロールに出席し、金融機関な
どに防犯を呼びかける（12 月 3 日）
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日　程 内　容

1 月 6 日㈰
栗山消防団第 1 分団出初登梯
平成 31 年栗山消防団出初式

1 月 7 日㈪ 平成 31 年栗山地区新年交礼会
1 月 8 日㈫ 栗山青年会議所新年交礼会
1 月 8 日㈫～ 9 日㈬ 官公庁新年挨拶回り

1 月 11 日㈮
交通安全祈願式
そらち南農協青年部第 10 回通常総会
栗山町交通安全指導員部新年交礼会

1 月 13 日㈰ 平成 31 年成人式

【今月の主な動向】
日　程 内　容

1 月 17 日㈭
第 10 回 JA そらち南女性部通常総会並び
に平成 31 年度新年交礼会
空知町村会平成 30 年度第 3 回臨時総会

1 月 21 日㈪ 中長期財政問題等調査特別委員会
1 月 22 日㈫ 栗山ロータリークラブ例会町長卓話

1 月 25 日㈮
愛全会グループ新年交礼会
栗山町遺族会新年懇親会

1 月 26 日㈯ 町長講演会新春交礼会
1 月 29 日㈫～ 31 日㈭ 平成 31 年度予算町長査定
1 月 31 日㈭ 北海道新聞社空知新年交礼会※予定ですので変更となる場合があります。
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マナビィに掲載できなかった話題は町ホームページに掲載しています。
【URL】http://www.town.kuriyama.hokkaido.jp/ 栗山町 検索栗山町 検索

英語コミュニケーションスキル研修 in くりやま
が、雨煙別小学校 コカ・コーラ環境ハウスで開

催されました。昨年度、小学校の宿泊学習で交流のあ
る福島県川俣町と本町の中高生 24 人が、2 泊 3 日の
泊まり込みで、外国人講師から英会話を学びました。
参加者からは、「プログラムの最後にははっきりと大
きな声でプレゼンができた」と英語のスキルアップ
を実感していました。　　　　 　　（11 月 23 ～ 25 日）

栗山町小中高ふるさとキャリア教育体験発表会が
栗山高校で行われました。児童や生徒、学校関

係者など約 250 人が参加し、職場体験やインターン
シップなどで学んだことをスライドや動画を使って
発表し、その後、町内の 8 企業・団体が事業内容を
紹介しました。閉会式では、各学校の代表が「知ら
ないことを知れてうれしかった」などと感想を述べ
ていました。　　　　　　　　　　　　　（12 月 1 日）

笑点の司会者としておなじみの落語家春風亭昇さ
んによる落語独演会が、カルチャープラザ「Ｅ

ｋｉ」で行われました。当日は、多くの方々が公演
を一目見ようと、開場の 2 時間以上前から長蛇の列
ができるほどに。演目「ストレスの海」「二番煎じ」
といった話芸を披露した約 1 時間半の独演会は、観
覧した 327 人の笑いが終始絶えない寄席の時間とな
りました。　　　　　　　　　　　　　（12 月 12 日）

　英語漬けの生活＊イングリッシュキャンプ
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て
い
ま
す
。
朝

日
会
館
に
て
練
習
の
体
験
も
無
料
で

行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
一
緒

に
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
を
や
っ
て
み
ま

し
ょ
う
！

   

稲
葉
代
表
に

   

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　

あ
じ
さ
い
支
部
会
員
の
方
々
か
ら

は
、
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
後
、「
礼

を
す
る
→
構
え
る
→
筒
を
上
げ
る
→
息

を
吐
く
→
息
を
吸
う
→
吹
く
→
息
を
調

え
る
→
礼
を
す
る
」
の
一
連
の
基
本
動

作
も
交
え
な
が
ら
教
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
腹
式
呼
吸
を
使
っ
て
飛
ば
す
矢

の
ス
ピ
ー
ド
は
な
ん
と
時
速
１
０
０
㌔

以
上
。
構
え
方
、
筒
の
向
き
、
角
度
と

い
っ
た
ポ
イ
ン
ト
を
調
整
し
な
が
ら
、

的
に
向
か
っ
て
１
回
５
本
の
矢
を
吹

き
、点
数
を
楽
し
く
競
い
合
い
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
と
は
？

　真ん中に当たる　　   ようになりました !

　地域で交流＊全町ミニバレーボール大会

　笑いの絶えない寄席＊春風亭昇太独演会

冬恒例のスポーツイベント「第 38 回全町ミニバレー
ボール大会」がスポーツセンターで開かれまし

た。今年は男子 9 チーム、女子 8 チームの約 170 人が
参加し、地域や仲間の声援を受けて熱戦を繰り広げま
した。

〈大会の成績〉　　　　　　　　　　　　　　　　　　    
【男子の部】   優勝： 朝日町内会チーム
【女子の部】    優勝 ： 南町内会チーム　　　（12 月 9 日）   

　町の活動を共有＊キャリア教育発表会
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ふ
る
さ
と

然
教
育
通

自
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◆
日　
時　
１
月
27
日
㈰

　

午
前
10
時
～
午
後
０
時
半

◆
集
合
場
所　

　
ハ
サ
ン
ベ
ツ
里
山
セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス

◆
参
加
費　
１
２
０
０
円

◆
対　
象　
小
学
生
３
年
生
以
上

※
３
年
生
未
満
は
保
護
者
同
伴
で
す
。

◆
服　
装　
防
寒
着
、
帽
子
、
手
袋

◆
持
ち
物　

　

リ
ュ
ッ
ク
、
飲
み
物
、
タ
オ
ル

◆
申
込
期
限　
１
月
26
日
㈯

【
問
い
合
わ
せ
】

　
雨
煙
別
小
学
校
コ
カ
・
コ
ー
ラ
環
境
ハ
ウ
ス

   

☎
�
１
６
９
６

オ
オ
ム
ラ
サ
キ
館
の

冬
季
営
業
の
お
知
ら
せ

　

今
シ
ー
ズ
ン
の
観
察
飼
育
舎
の
営

業
は
終
了
し
ま
し
た
が
、
冬
季
も
営

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
昆
虫
展
示
、

野
鳥
観
察
な
ど
が
楽
し
め
ま
す
。

野
鳥
観
察
会
の
お
知
ら
せ

　

野
鳥
愛
好
会
お
っ
鳥
ク
ラ
ブ
に
よ

る
野
鳥
観
察
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
日　
時

　

１
月
19
日
㈯
～
３
月
23
日
㈯

　

毎
週
土
曜　

午
前
10
時
～
11
時
半

◆
参
加
費　
無
料

【
場
所
・
問
い
合
わ
せ
】　

　

オ
オ
ム
ラ
サ
キ
館
☎
�
３
０
０
０

冬
の
里
山
雪
遊
び

ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

難易度　★
　

       健康ストレッチヨーガ教室
【日　時】　毎月火曜日 全 2 回 /1,000 円

　　　　　11 ： 00 ～12 ： 30 （初回は1月8日㈫から）
※毎月受講の場合、日時などを受付でご確認ください。

【内　容】
　ストレッチに簡単なヨーガを取り入れた教室。講師は、
札幌健康ストレッチ・ヨーガ愛好会代表の渋谷和子さん。

【期　間】　1月 8 日㈫～３月 26 日㈫
【場　所】　スポーツセンター
【対　象】　20 歳以上の町民
【定　員】　25 人
【受講料】　各教室 1,000 円（入館料含む）
【保険料】　1,850 円（任意加入）
【申込方法】　スポーツセンター窓口で申込用紙に必要

　　　　　　事項を記入し、受講料を添えて提出

【申込期間】　１月 7 日㈪ 9：00 より窓口受付開始
　　　　   　※教室期間中の途中申し込み可

【問い合わせ】　スポーツセンター　☎ 72-6161

第３期

難易度　★★★★

　　   バランスボールピラティス
【日 時】毎週火曜日　全 10 回

　1 月 15 日㈫～ 3 月 26 日㈫　13：30 ～ 14：30
【内　容】　

　体に負担が少なく、ヨーガと太極拳の要素をミッ
クスした体にやさしいピラティス教室。バランスボー
ルを使用したメニューが中心です。

難易度　★★★
  

　　　

　　　　　いきいき運動
【日 時】毎週水曜日　全 10 回

　1 月 16 日㈬～ 3 月 20 日㈬　10：00 ～ 11：00
【内　容】　

　卓球・ミニテニス・バドミントンなどを中心に取り
組むいきいき運動教室。初心者や運動に自信のない
方でも安心の内容です。

難易度　★★★
　　　　

　　　　　ソフトエアロ
【日 時】毎週木曜日　全 7 回

　1 月 17 日㈭～2 月 28 日㈭　13：00 ～ 14：00
【内　容】

　エアロビクスの基本的なステップからコンビネー
ションまで、爽快に動くタイプの教室。今回も全 7
回で行います。

難易度
 　

★
 
                  

　　　　すこやかストレッチ
【日 時】　毎週金曜日　全 10 回

　1 月 18 日㈮～ 3 月 22 日㈮　10：00 ～ 11：00
【内　容】　

　健康増進のためのストレッチ教室。体力に自信の
ない方にオススメ。基本的なストレッチに加え、バ
ランスボールやストレッチポールなども使います。

難易度　★★　  
　　ピラティス教室（夜間の部）

【日 時】   毎月第 2、4 木曜日  全２回 /1,000 円
   　　　　 19：00 ～20：30
※毎月受講の場合、日時などを受付でご確認ください。

【内　容】
　体に負担が少なく、ヨガと太極拳の要素をあわせた教室
です。講師はマットピラティストレーナーの草沢奈美さん。

スポーツセンター教室スポーツセンター教室

　

     くりくり号日程変更のお知らせ
　　年始休館のため、一部変則運行になってお
　りますのでご確認ください。
　【Ａコース】1 月 9 日㈬、18 日㈮
　　　　　 　 2 月 1 日㈮、15 日㈮
　【Ｂコース】1 月 11 日㈮、25 日㈮
　　　　　  　2 月 8 日㈮、22 日㈮
　【栗小コース】1 月 10 日㈭、2 月 14 日㈭
     館内視聴用ＤＶＤを購入しました
　　「舟を編む」、「グレイテスト・ショーマン」　　
　など 9 点を購入しました。どうぞご利用ください。　　　　
     冬休みブックマラソン 1/27 ㈰まで開催
　　期間中、本 1 冊貸出につきスタンプを 1 個
　押印。10 個たまるとオリジナルしおり、また
　はポストカード、20 個たまると記念品を贈呈。
　詳しくは折り込みされているヤム・ニ・ウシ
　をご覧ください。
　※スタンプは 1 日最大 3 個までです。

【問い合わせ】　図書館　☎ 72-6055

野鳥観察ができるバードテーブル
冬期間のみ餌やりも行えます。

　

カルチャープラザ町民ギャラリー
　　　　　出展者募集

     
　カルチャープラザ「Ｅｋｉ」  2 階の町民ギャラ
リーの出展者を募集します。詳細や条件について
は、ご気軽にお問い合わせください。

【対　　象】　町民または町民を含むグループ
【期　　間】　通年（年末年始を除く）
【展示可能時間】　9：00 ～ 22：00

　※販売を伴う場合は 10：00 ～ 17：00 です。
【料　　金】　無料

　※販売を伴う場合は 1 日 2,000 円です。
【申込先・問い合わせ】

　カルチャープラザ「Ｅｋｉ」　☎ 73-3333

ピラティス教室（夜間の部）の様子

　オオムラサキ館の   サケの稚魚たちにみんな会いに来てね！
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編
集
担
当
者
の

ひ
と
り
ご
と

▼
先
日
、
一
年
の
世
相
を
表
す

漢
字
が
「
災
」
と
発
表
さ
れ
ま

し
た
。
全
国
的
な
台
風
の
影
響

や
、
9
月
に
北
海
道
全
域
を
襲

っ
た
大
地
震
と
い
っ
た
自
然
災

害
が
、
特
に
印
象
的
な
一
年
で

し
た
。
私
個
人
の
一
年
の
漢
字

を
表
す
な
ら
「
学
」
で
す
。
災

害
か
ら
学
ん
だ
教
訓
、
初
め
て

の
教
育
委
員
会
の
仕
事
で
出
会

っ
た
様
々
な
学
び
、
そ
し
て
今

年
度
か
ら
担
当
し
た
広
報
「
マ

ナ
ビ
ィ
」（
マ
ナ
ビ
ィ
→
ま
な
び

ぃ
→
ま
な
び
→
「
学
び
」
→
・・・

こ
の
辺
で
止
め
て
お
き
ま
す
）

な
ど
大
変
多
く
の
こ
と
を
学
ん

だ
年
で
し
た
。
本
年
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。（
伊
藤
）

▼
平
成
最
後
の
年
末
年
始
は
い
か

が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
夢
に

向
か
っ
て
大
学
へ
進
学
す
る
こ
と

に
な
っ
た
妹
は
厳
し
い
試
験
を
突

破
し
寮
生
活
が
決
定
。
早
速
、
内

装
の
写
真
を
見
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
が
、
私
が
イ
メ
ー
ジ
し
て
い

た
（
古
び
た
）
寮
と
は
ま
る
で
違

い
、
目
を
疑
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
私
で
す
が
、
学
生
時
代
以

来
約
３
年
ぶ
り
に
一
人
暮
ら
し
を

再
開
。
兄
妹
そ
れ
ぞ
れ
環
境
が
変

わ
り
、
今
年
１
年
が
ど
ん
な
年
に

な
る
か
楽
し
み
で
す
。（
田
畑
）
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1月号

栗山少年少女合唱団「ロビーコンサート」
2018.12.16 ／カルチャープラザ「Eki」

【第 2 部】マリンバ演奏
同団 OG の永岡涼子さん
（札幌大谷大学音楽科4年）

【栗山少年少女合唱団】
栗山、長沼から 15人が参加

【第 1部】大きな古時計
美しいハーモニーを披露

【第 3部】ジングルベル
クリスマス気分を楽しむ

　今年で 15 周年を迎えた栗山
少年少女合唱団（上中美穂代表）
のロビーコンサートが 11 月 16
日、 カ ル チ ャ ー プ ラ ザ「Eki」
で開かれ、聴衆を魅了しました。


